
@ 
.水と緑と土のにおいがいっぱいの

住みよいあぴこにします

・心と体をきたえ 生き生きと働き
伸びゆくあぴこにします

・老奥を大切にし子どもの夢を育て
幸せなあぴこにします

・ふるさとを愛し文化を高め
量豊かなあぴこにします

.みんなで話しあい きまりを守り
明るいあぴこにします

~ニ

豆喜
!:eE! 
，宅忌民市臨血監彊置畳彊監量~_~I珊画面~!

毎月 1日・iG日発行 l 

我孫子市役所総務部広報室 1 
~・~・iaU代表 l 

〒~・~我孫子市我孫子 1858 番地l

市ホームページアドレス l 
http://www.cit.abiko.chiba. 'p 

E田l広

報

持
続
可
能
で
魅
力
的
な
地
域
づ

4施鵬方針。。2 地
方
の
白
立
を
め
ざ
し
て
改
革

地
方
分
権
は
、

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
方
は
固
か
ら
の
補

助
金
で
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
原
則
、
こ
う
し
た
補
助
金
は

す
べ
て
廃
止
し
て
、
事
業
を
実
際
に

実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
税
源
を
移

譲
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

地
方
財
政
の
自
主
性
を
高
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
受
益
と
負
担
の
関
係

が
主
権
者
で
あ
る
市
民
に
明
ら
か
に

な
り
、
市
民
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
の
優

先
順
位
や
、
必
要
か
否
か
を
決
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
無
駄
を
無

く
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
四
年
度
政
府
予
算
で
「
所
得
譲
与

税
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
基
幹

税
を
中
心
と
し
た
税
源
移
譲
の
第
一

歩
で
す
が
、
移
譲
額
を
さ
ら
に
増
や

す
こ
と
と
、
消
費
税
に
つ
い
て
も
移

識
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
今
回
の
政

府
予
算
は
物
足
ら
な
い
も
の
で
す
。

い
ま
正
念
場
を
迎

数
字
の
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
で
は
な
く
、

地
方
の
自
立
に
よ
っ
て
自
己
責
任
・

自
己
決
定
の
分
権
社
会
を
航
る
と
い

う
、
改
革
の
方
向
性
を
明
確
に
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

分
権
社
会
の
扉
を
聞
く
の
は
、
何

よ
り
も
私
た
ち
の
自
立
の
精
神
と
強

い
改
革
の
意
思
で
す
。
市
民
と
共
に

身
の
丈
に
あ
っ
た
持
続
可
能
で
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
、
え
ま
す
。

市
の
財
政
は
、
市
税
収
入
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
改
革
を
怠
れ
ば
自
治

体
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
時
代
に
な
っ

た
と
一
冨
え
ま
す
。
民
間
企
業
の
よ
う

に
倒
産
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う

甘
さ
を
捨
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
以
上
に
大
胆
な
改
革
を
進

め
な
が
ら
、
「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
心

輝
く
ま
ち
人
・
烏
・
文
化
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
引
き

続
き
7
つ
の
リ
I
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

冒.手
賞
沼
、
利
根
川
な
ど
の
畳
か
な

自
然
環
境
は
市
民
共
有
の
財
産
で
す
。

こ
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
進

め
、
交
流
空
間
と
し
て
整
備
し
て
い

く
こ
と
で
、
我
孫
子
の
活
カ
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
賀
沼
の
水
質
浄
化

ワ
ー
ス
ト
ー
を
返
上
し
た
手
賀
沼

の
水
質
は
、

9
位
に
ま
で
改
善
が
進

み
ま
し
た
。
さ
ら
に
水
質
改
善
ベ
ス

ト
ー
を
め
ざ
し
、
下
水
道
整
備
や
合

併
浄
化
槽
の
普
及
、
ヘ
ド
ロ
の
渡
深

な
ど
、
水
質
静
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
共
に
「
湧
・
水
、
水
質
、

水
生
生
物
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

0

0
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
補
助

.・・
2
2
2
0
万
円

。
手
質
問
流
域
の
湧
水
・
水
質
・
水

生
生
物
調
査
:
・
1
7
4万
円

手
賀
沼
農
舞
台

高
野
山
新
田
で
は
、
農
と
自
然
に

親
し
む
場
と
し
て
市
民
に
好
評
の
体

験
水
田
や
レ
ン
ゲ
米
水
田
を
拡
大
し

ま
す
。
根
戸
新
田
で
も
、
実
行
計
画

の
策
定
に
向
け
地
権
者
と
協
議
に
入

り
ま
す
。

。
高
野
山
新
田
農
業
体
験
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
:
・
2
9
5
万
円

。

「
手
賀
沼
農
舞
台
」
根
戸
新
田
地

区
の
計
画
策
定
・
:
お
万
円

手
賀
沼
沿
い
の
緑
地
の
保
全

現
在
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全

条
例
に
基
づ
き
、
重
点
的
に
保
全
す

る
斜
面
林
3
万
4
5
4
2
dな
ど
を

指
定
し
、
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
o

M
年
度
は
、
手
賀
沼
の
原
風
景
が
残

る
船
戸
地
区
の
緑
の
つ
な
が
り
を
維

持
す
る
た
め
、
斜
面
林
約
4
2
0
o

d
を
取
得
し
ま
す
。

。
手
賀
招
沿
い
斜
面
林
取
得
(
船
戸

2
丁
目
)
:
・
1
億
6
3
8
2万
円

。
根
戸
船
戸
緑
地
の
用
地
取
得
・

••••• 

4
5
7
0万
円

古
利
根
沼
の
保
全

く
り
を

俊
道
開
発
捌
か
ら
古
利
根
沼
(
約

時
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
を
買
い
取
り
ま
す
。

財
源
は
、
緑
の
基
金
と
起
債
で
対
応

し
ま
す
。
起
債
の
内
の
2
億
円
分
は

「
ミ
ニ
市
場
公
募
債
」
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。
買
収
後
は
古
利
根
沼

周
辺
整
備
構
想
や
緑
の
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
保
全
と
活
用
を
進
め
ま
す
0

0
古
利
根
沼
取
得
・:
4億
6
1
1
0

万
円

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
広
場
、
オ
ブ
ロ
ー

ド
自
転
車
コ
I
ス
、
水
辺
の
ピ
ク
ニ

ッ
ク
テ
ラ
ス
な
ど
を
6
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
ま
た
、
日
四
年
度
は
、
ピ

オ
ト
l
プ
の
園
路
や
野
鳥
観
察
施
設

を
整
備
し
ま
す
。

。
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
の
整
備
・:

8
2
0
0
万
円

谷
津
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

引
き
続
き
ホ
タ
ル
・
ア
カ
ガ
エ
ル

の
墨
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

2. 太
陽
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
の
排
出
抑
制
、
省
資
源
・
再
使
用

に
配
慮
し
た
製
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
品

な
ど
の
流
通
の
し
く
み
づ
く
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
一
層
の
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

市
民
、
事
業
者
、
市
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

率
先
行
動
計
画

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
す
る
た

め
、
市
の
事
務
事
業
が
環
境
に
与
え

る
負
荷
を
少
な
く
す
る
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。
リ
凶
布
士
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
な
ど
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
の
ゴ
ミ
焼
却
量
の
減
少
等
に
よ
っ

て
、
基
準
年
度
の
日
年
度
に
比
べ

9
・
4
%減
少
し
ま
し
た
。
日
四
年
度

も
低
公
害
車
の
導
入
な
ど
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
化
の
推
進

日
年
度
は
、
公
園
・
街
路
樹
等
の

賦
危
枝
約
5
5
0
ト
ン
を
チ
ッ
プ
化

し
、
お
も
に
マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て

公
園
に
活
用
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

学
校
、
保
育
園
な
ど
の
花
壇
、
樹
木

へ
の
活
用
や
、
園
芸
、
農
業
な
ど
へ

の
利
用
を
塗
削
し
ま
す
。

伝
統
的
農
業
の
体
験
と
実
践
の
た
め
、

(
仮
称
)
田
ん
ぼ
広
場
を
整
備
し
ま

す。。
谷
津
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
推
進
:・:・

5
2
3
5
万
円

ジ
ャ
パ
ン
パ
I
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
も
日
月
に
「
人
と
烏
の
共
存
」

を
テ
I
マ
に
し
て
開
催
し
、
自
然
環

境
の
大
切
さ
を
、
我
孫
子
か
ら
全
国
、

世
界
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
烏
を
通
し
て
の
国
際
究
流
を

進
め
ま
す
。

。
ジ
ャ
パ
ン
パ

l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
:
・
3
0
0
万
円

3. 住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰
も
が
自

立
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
進
め
ま
す
。

第
3
次
保
健
福
祉
総
合
計
画
(
地
域

福
祉
計
画
)

げ
年
度
か
ら
幻
年
度
ま
で
の
5
カ

年
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
高
齢
者
、

障
害
者
、
ひ
と
り
親
・
児
童
の
3
部

門
の
福
祉
推
進
市
民
研
究
会
や
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
、
多

く
の
市
民
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
計
画
を

作
り
ま
す
。

。
保
健
福
祉
総
合
計
画
の
策
定
・
・
:
:

1
8
8
万
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
シ
ス

テ
ムサ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
利
用
者

へ
の
適
切
な
情
報
提
供
を
目
的
に
、

第
三
者
評
価
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
ま

す
。
評
価
調
査
者
は
公
募
の
市
民
や

福
祉
関
係
者
な
ど
か
ら
選
任
し
、
評

価
決
定
は
、
当
面
、
介
護
保
険
市
民

会
議
が
行
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
の
整
備

障
害
を
持
つ
人
が
、
可
能
な
限
り

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

く
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
の
入
居

者
に
家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

0

0
知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
入

居
者
家
賃
助
成
・・・
1
8
0
万
円

バ
リ
ア
フ
リ
I
の
ま
ち
づ
く
り

布
佐
駅
南
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

てしざめを現実の

3
月
1
日
に
閉
会
し
た
市
強
会
定
例
会
で
、
福
嶋
浩
彦

市
長
は
平
成
時
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
市
長
お
よ
び
4

晶
敏
男
教
育
長
、
中
村
友
教
水
道

局
長
の
施
政
方
針
の
要
約
と
、
惜
年
度
予
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
布
佐
駅
東
口
の
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
視
覚
障
害
者

が
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
音
声

誘
導
装
置
を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
I
推
進
市
民
委
員
会
が

行
っ
た
点
検
や
調
査
を
も
と
に
、
商

庖
や
公
共
施
設
、
歩
道
や
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
I
化
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

(
仮
称
)
福
祉
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
ま
す
。

。
布
佐
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
-
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
:
・
1
億
7
4

2
6
万
円

。
福
祉
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
:
・
:
・

7
0
0
万
円

(
次
ぺ
l
ジ
へ
続
く
)

ム、
:A 社jレクイサ

市
長
の
施
政
方
針
の
全
文
は
、

市
の
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
と
フ
ァ
ク

ス
ガ
イ
ド
剛
7
1
8
3
・
6
0

0
0
(
コ
ー
ド
8
1
3
)
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
「
一
次
予
防
」
を
重
視
し

た
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
年
齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的
に

応
じ
て
、
身
近
な
施
設
で
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
地

域
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
員

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、

食
生
活
の
具
体
的
な
改
善
指
導
や
、

t1 

実
践
し
や
す
い
滅
塩
法
の
健
康
講
座

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼

児
健
診
に
来
ら
れ
な
い
家
庭
の
訪
問

な
ど
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
橋
渡
し

役
を
担
い
ま
す
。

。
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
活
動
:
・

1
0
6
万
円

小
学
校
プ
I
ル
の
開
放

布
佐
南
小
・
湖
北
台
西
小
・
湖
北

小
・
我
孫
子
第
一
小
・
根
戸
小
の
5

校
の
プ
I
ル
を
市
民
プ
I
ル
と
し
て

開
放
し
ま
す
。

。
小
学
校
プ
l
ル
一
般
開
放
の
た
め

の
改
修
・
:
1
7
0
0万
円

「
多
目
的
運
掛
広
場
」
の
整
傭

つ
く
し
野
地
区
に
整
備
す
る
た
め

同
年
度
は
、
地
域
住
民
や
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
な
ど
で
構
成
す
る
組
織
で
、

具
体
的
な
利
用
計
画
を
作
り
ま
す

0

0
つ
く
し
野
多
目
的
広
場
の
利
用
計

画
作
成
・

--m万
円

怠第 1114号

「
こ
ど
も
総
合
計
画
」
を
推
進
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
畳
か
な
成
長
を

応
援
し
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を

め
ざ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
魅
力
あ
る

自
然
環
境
や
個
性
的
な
商
庖
づ
く
り
、

求
通
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組

み
、
若
い
世
代
の
定
住
化
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。

(
仮
称
)
こ
ど
も
総
合
計
画

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
の
総
合
化

・
体
系
化
を
行
い
、
約
3
0
0
の
事

業
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
日
四
年
度
は
、

子
ど
も
向
け
情
報
紙
の
発
行
、
子
ど

も
向
け
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
の
開
設
な
ど

約
却
の
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

一
方
、
こ
の
計
画
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
に
4
月
1
日
か
ら
「
子
ど
も

謀
」
を
設
置
し
ま
す
。
同
課
は
子
ど

も
の
総
合
窓
口
と
し
て
、
相
談
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
室

子
ど
も
課
内
に
設
置
し
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
ケ
ア
に
取
り
組
み
ま
す
。

心
理
相
談
員
な
ど
を
置
き
、
各
機
関

と
も
連
携
を
密
に
し
て
、
児
童
虐
待

の
予
防
、
早
期
発
見
、
積
極
的
介
入

を
行
い
、
虐
待
防
止
対
策
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
よ
り
確
実
に

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
よ
り
良
い

環
境
を
整
備
し
ま
す
。
柏
鳳
保
育
園

は
、
市
な
ど
の
補
助
を
受
け
て
大
規

模
増
改
築
工
事
を
行
い
、
ロ
年
4
月

か
ら
定
員
が

ω人
増
え
ま
す
。

。
湖
北
台
保
育
園
建
て
替
え
基
本
設

計・
:
4
5
0
万
円

6. 我
孫
子
が
活
力
あ
る
自
立
し
た
都

市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
パ
ワ
ー
や
地
域
で
展
開
さ
れ

て
い
る
活
動
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動

力
と
し
、
市
民
と
市
が
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
産
業

を
育
成
す
る
た
め
、
商
業
活
性
化
ビ

ジ
ョ
ン
の
一
層
の
推
進
、
住
工
混
在

の
解
消
の
た
め
の
工
場
ア
パ
ー
ト
の

建
別
、
我
孫
子
型
都
市
農
業
の
確
立

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援

す
る
た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
起

業
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、
中
小
企

業
診
断
士
・
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
I
ム
ペ

I
ジ
の
ポ
I
タ
ル
サ
イ
ト

の
中
で
も
起
業
に
向
け
て
の
相
談
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
我
孫
子
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会

で
、
融
資
や
フ
ァ
ン
ド
な
ど
、
資
金

調
達
へ
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

。
並
木
保
育
園
改
修
・
・
・
1
0
0
0万

円。
柏
鳳
保
育
園
の
施
設
整
備
補
助
・
:

9
0
0
0
万
円

子
ど
も
の
遊
び
場
・
親
子
の
交
流
の

。
市
民
事
業
支
援
・
:
3
5
0万
円

あ
び
こ
縦
一
杭
(
生
涯
学
習
)

市
が
提
供

「
h
p

す
る
さ
ま
ざ

「
|
戸

医

忌

ま
な
生
涯
学

冨

盟

E
E
E

習
の
機
会
を

1
1
1
Z紅
V
E

「
あ
ぴ
こ
楽

i
l
J
辺
乱
日
航

校
」
事
業
と

a
4
t

し
て
位
置
づ
け
、
体
系
的
、
効
果
的

に
推
進
し
ま
す
。
出
前
講
座
は
、
∞
∞

の
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
、

市
民
、
大
学
、
企
業
と
連
携
し
、
講

師
と
し
て
多
彩
な
人
材
を
派
遣
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

。
あ
ぴ
こ
楽
校
の
P
R
活
動
(
講
演

会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
:
・
紛
万
円

「
地
産
地
消
」
の
シ
ス
テ
ム

あ
ぴ
こ
型
地
産
地
消
推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
協
議
会

と
連
携
し
、
農
産
物
の
地
元
生
産
・

地
一
戸
消
費
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

消
費
者
志
向
・
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
の
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

場
づ
く
り

市
内
3
つ
目
の
子
ど
も
の
遊
び
場

・
親
子
の
究
流
の
場
を
、

9
月
に
布

佐
市
民
セ
ン
タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
親
子
で
自
由
に
遊
べ
る
広
場
を

開
設
す
る
と
と
も
に
、
相
談
員
を
置

き
、
子
育
て
相
談
、
親
同
士
の
究
流
、

子
育
て
の
情
報
提
供
、
子
育
て
講
座

な
ど
を
行
い
ま
す
。

。
子
ど
も
の
遊
ぴ
場
・
親
子
の
交
流

の
場
整
備
・
:
7
6
4
万
円

小
児
医
療
の
充
実

小
児
の
夜
間
の
待
機
病
院
と
し
て

新
た
に
、
取
手
協
同
病
院
と
協
定
を

結
び
、
小
児
医
療
体
制
を
強
化
し
ま

す。。
小
児
救
急
医
療
体
制
整
備
負
担
金

拠
点
的
な
農
産
物
直
売
所
の
基
本
計

画
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
有
機
栽
培
、

滅
農
薬
、
滅
化
学
肥
料
な
ど
に
取
り

組
む
農
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
給
食
で
の
地
元

農
産
物
の
使
用
は
、
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
で
の
実
施
に
向
け
、
現
在
3

校
で
行
っ
て
い
る
モ
デ
ル
実
践
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

。
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物
供
給

業
務
の
運
営
委
託
・

--m万
円

。
有
機
栽
培
等
の
農
業
者
支
援
・

-m

万
円(

仮
称
)
槽
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
と

会
築
す
る
我
孫
子
南
区
域
近
隣
セ
ン

タ
ー
等
の
聾
傭

県
と
共
同
で
行
う
建
設
工
事
は
、

日
・
口
年
度
の
2
カ
年
で
、
市
の
負

担
割
合
は
約
四
%
で
す
。

。
(
仮
称
)
我
孫
子
南
区
域
近
隣
セ

ン
タ
ー
等
の
整
備
・
:
4億
1
3
4
1

万
円(

仮
称
)
天
王
台
南
区
域
近
隣
セ
ン

タ
ー建

物
の
本
体
工
事
を
行
い
、
口
年

4
月
の
開
館
予
定
で
す
。

。
(
仮
称
)
天
王
台
南
区
域
近
隣
セ

ン
タ
ー
整
備
:
・
4
億
6
9
4
3
万
円

-
:
1
0
0
0
万
円

成
回
線
の
利
便
性
向
上

沿
線
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
「
湖
北
駅
・
東
我
孫
子
駅

と
天
王
台
駅
ど
ち
ら
か
ら
で
も
乗
降

で
き
る
複
数
駅
利
用
可
墜
翁
券
」

を
J
R東
日
本
に
提
案
し
ま
す
。

ま
た
、
成
田
発
7
時
台
や
帰
宅
時

間
帯
の
増
発
な
ど
を
、
引
き
続
き
J

R
東
日
本
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

成
回
線
沿
線
の
パ
ス
に
よ
る
交
通
利

便
性
の
向
上

「
成
回
線
沿
線
の
パ
ス
に
よ
る
交

通
体
系
研
究
会
」
を
設
置
し
、
成
回

線
沿
線
パ
ス
路
線
の
利
便
性
の
向
上

策
や
、
深
夜
パ
ス
・
快
速
パ
ス
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

7. 
「I
T
を
活
用
し
た
豊
か
な
市
民

生
活
の
実
現
」
を
め
ざ
し
て
、
市
は

「
情
報
化
推
進
計
画
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
日
四
年
度
は
、
公
共
施
設
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
電
子
申
請
・
届
出
、

ホ
I
ム
ペ

I
ジ
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
予
約
シ
ス

テ
ム
を
基
に
、
体
育
館
、
市
民
プ
ラ

ザ
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市
民
キ
ヤ
ン

訟

部

我
孫
子
駅
前
土
地
区
画
整
理

(
3億
4
1
3
5
万
円
)

未
移
転
家
屋
は
6
戸
と
な
り
ま
し

た
。
日
四
年
度
は
、

3
戸
の
移
転
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

(
1億
4
3
4
2万
円
)

換
地
処
分
へ
向
け
た
確
認
測
量
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線
の
聾
傭

(
1億
7
0
6
2万
円
)

全
体
の
約
η
%
の
用
地
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
用
地
の
取
得

を
進
め
、
現
況
補
足
測
量
や
詳
細
設

計
を
行
い
ま
す
。

プ
場
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
予
約
を
、
げ
年
か
ら
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
ま
す
。

。
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

.
:
百
万
円

市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル

最
新
の
情
報
を
よ
り
分
か
り
ゃ
す

く
提
棋
で
き
る
よ
う
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
、
障
害
者
も
使

い
や
す
い
機
能
を
盛
り
込
み
ま
す
。

市

盤

備

湖
北
駅
北
口
の
整
備

(
1億
7
4
5
6万
円
)

市
が
施
工
す
る
駅
前
広
場
は
、
日
四

年
度
か
ら
事
業
用
地
を
取
得
し
て
い

き
ま
す
。
県
も
湖
北
駅
北
口
線
な
ど

の
測
量
・
調
査
を
行
い
、
事
業
用
地

大
雨
へ
の
対
策

(
9
7
4
3
万
円
)

昨
年
2
回
あ
っ
た
集
中
豪
雨
の
被

害
を
踏
ま
え
、
路
面
排
水
系
統
の
調

査
・
検
討
を
行
い
、
排
水
施
設
を
改

修
し
ま
す
。
ま
た
、
若
松
地
区
や
背

山
台
3
丁
目
地
区
で
下
水
道
管
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

並
木
地
区
排
水
路
の
改
修

(
1億
9
5
2
3
万
円
)

並
木
1
号
橋
か
ら
並
木
2
号
橋
ま

で
の
区
聞
が
5
月
末
に
完
了
す
る
予

定
で
す
。
さ
ら
に
、
並
木
2
号
橋
か

ら
上
流
1
7
4
m
の
区
聞
を
、
日
四
年

度
か
ら
2
カ
年
で
改
修
し
ま
す
。

泉
地
区
の
管
内
貯
留
施
設

(
6億
3
4
8
5
万
円
)

本
体
工
事
の
た
め
の
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ン
を
製
作
す
る
な
ど
、

5
月
の
着

工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

布
佐
大
割
排
水
機
場
の
築
造

現
在
、
用
地
取
得
を
進
め
て
お
り
、

全
地
権
者
と
契
約
が
ま
と
ま
り
次
第

市
議
会
本
会
議
の
動
画
配
信
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

。
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル

.
:
4
1
5
万
円

行
政
手
続
き
の
電
子
化

総
合
行
政
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
電
子
申
請
・
届
出
に
必
要
な
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
1
月
却
日

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
電
子
申
請
・

届
出
は
国
税
の
申
告
を
は
じ
め
、
国

・
県
の
行
政
手
続
に
順
次
拡
大
さ
れ

る
予
定
で
す
。
市
の
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
も
、
早
期
実
現
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

を
取
得
す
る
予
定
で
す
。

高
野
山
地
区
の
轄
稽

(
1
0
0万
円
)

地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
、
地
区
計
画
原
案
、

建
ベ
い
率
・
容
積
率
の
変
更
原
案
を

8
月
末
ま
で
に
ま
と
め
ま
す
。

9
月

以
降
に
原
案
説
明
会
、
案
の
縦
覧
を

行
い
、
げ
年
3
月
に
都
市
計
画
決
定

で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
ま
す
。

布
佐
駅
南
側
の
土
地
利
用
方
針
の
策

定

(
1
0
0
0
万
円
)

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
強
制
組

織
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
土
地
利

用
方
針
を
策
定
し
ま
す
。
地
区
計
画

の
導
入
に
よ
る
市
街
化
区
域
編
入
に

向
け
て
、
千
葉
県
と
も
協
議
を
進
め

ま
す
。

着
工
で
き
る
よ
う
、
河
川
法
の
占
用

手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

浸
水
防
止
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

(
3
0
0
万
円
)

大
雨
に
よ
り
住
宅
、
庖
舗
、
事
務

所
、
駐
車
場
等
に
浸
水
被
害
を
受
け

た
方
が
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
行
っ
た
浸
水
防
止
工
事
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
額
は
助

成
対
象
経
費
の
2
分
の
l
で
、
初
万

円
を
限
度
と
し
、
日
年
8
月
5
日
の

大
雨
に
対
す
る
浸
水
防
止
工
事
か
ら

適
用
し
ま
す
。

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号宮7185-1111



( 3) 2004.4.1 第 1114号

政

「地
方
分
権
を
担
う
市
役
所
づ
く

り
」
「
市
民
と
市
の
協
働
の
体
制
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
、
日
・
口
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
第
2
次
実
施
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

客
員
管
理
計
画

四
年
度
ま
で
の
市
職
員
の
減
員
目

標
を
、
日
四
年
度
で
達
成
す
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
業
務
見
直
し
委
員

会
で
は
、
さ
ら
に
別
人
程
度
の
減
員

が
可
能
と
の
結
論
に
違
し
た
た
め
、

新
た
な
定
員
管
理
計
画
を
策
定
し
ま

政

草

す
る
業
務
や
申告
型
的
な
業
務
で
、
正

職
員
よ
り
非
常
勤
職
員
を
配
置
す
る

ほ
う
が
効
率
化
で
き
る
場
合
は
、
積

極
的
に
非
常
勤
職
員
を
配
置
し
、
地

域
の
有
能
な
人
材
を
活
用
し
ま
す
。

行
政
評
価

日
四
年
度
事
業
の
評
価
対
象
を
拡
大

し
ま
す
。
ま
た
、
施
策
評
価
や
第
三

者
評
価
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

天
王
台
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
げ
年
4
月
開
設
に
向
け
て
準
備
を

進
め
ま
す
。
転
入
・
転
居
の
届
出
に

関
し
て
、
現
在
の
総
合
窓
口
で
実
施

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う

.._ -
教
育
行
政
の
基
本
方
針
を

「個
性

を
尊
重
し
、

互
い
に
学
び
合
う
、
生

涯
学
習
の
実
現
」
と
し
、

3
つ
の
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

'

生一
握
巴
ね
尼
っ
亡
生
き
生
き
と

E
g
Zめ
の
学
習
傭
輔
の
充
実

生
涯
学
習
機
会
の
充
実

市
公
民
館
で
は
、
衛
星
放
送
を
利
用

し
た
エ
ル
ネ
ッ
ト
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
を
行
い
ま
す
。

世帯
烏
の
博
物
館
で
は
、
初
心
者
向
け

探
烏
会
を
毎
月
開
催
し
、
自
然
観
察

会
を
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

と
共
催
で
隔
月
に
開
催
し
ま
す
。

市
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
害
者
へ
の

対
面
朗
読
・
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

子
ど
も
向
け
読
み
聞
か
せ
活
動
、
読

書
普
及
活
動
を
進
め
ま
す
。

生
涯
学
習
体
制
の
整
備

事
図
書
館
に
「
対
面
朗
読
ス
タ
ッ
フ
」

「
読
書
普
及
ス
タ
ッ
フ
」
を
配
置
し
、

読
書
活
動
の
普
及
、
支
援
を
行
い
ま

す。寧
烏
の
博
物
館
で
は
、
自
然
観
察
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
育
成
し
ま
す
。

文
些
需
活
動
の
推
進

.. 
ti 怠

す。業
務
の
委
託
化

ふ
れ
あ
い
工
房
の
施
設
運
営
と
、

湖
北
小
学
校
の
給
食
調
理
を
新
た
に

民
間
に
雲
院
し
、
効
率
的
で
質
の
良

い
サ
ー
ビ
ス
提
棋
を
進
め
ま
す
。

。

「
ふ
れ
あ
い
工
房
」
運
営
委
託
:
・

8
0
0
万
円

。
湖
北
小
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託

.・・
1
9
2
0
万
円

非
常
勤
職
員
の
活
用

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
必
要
と

ホ
「
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
」
は
伝
統

文
化
や
ジ
ャ
ズ
音
楽
な
ど
、
ジ
ャ
ン

ル
を
拡
大
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

申
「
め
る
へ
ん
文
庫
」
入
選
作
品
を

刊
行
し
、
各
学
校
・
図
書
館
に
配
布

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
撮
興

市
体
育
館
メ
イ
ン
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

の
床
を
改
修
し
、
体
育
館
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
人
工
芝
に
改
修
し
ま
す
。
ま

た
、
体
育
館
拡
張
事
業
と
し
て
引
き

続
き
用
地
の
取
得
を
進
め
ま
す
。

市
平
成
げ
年
度
に
本
市
で
開
催
さ
れ

る
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「な
ぎ
な
た
競
技
」
の
開
催
準
備
を

進
め
ま
す
。

ヨ

子

と

老

の

創

造

粧

と

E
自
主
一
粧
を
育
む
笠
聞
の
充
実

学
校
教
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

世帯
き
め
細
か
な
指
導
を
推
進
す
る
た

め
に
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
教
員
を

小
学
校
に
4
人
、
中
学
校
に
2
人
配

置
し
ま
す
。

世帯
A
L
T
(外
国
語
指
導
助
手
)
に

よ
る
英
会
話
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

本
市
内
小
・
中
学
校
の
代
表
議
員
を

選
出
し
て
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
市
政
へ
反
映

で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

ホ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
l
の
派
遣
回
数

を
増
や
し
、
障
害
児
教
育
の
専
門
的

立
場
か
ら
教
職
員
や
保
護
者
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ホ
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
の
適
切
な

教
育
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
心
の
教
室
相
談

員
の
拡
大
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

ホ
L
D
(学
習
障
害
)
や
A
D
H
D

(
注
意
欠
陥
/
多
動
性
障
害
)
等
の

軽
度
発
達
障
害
児
へ
の
正
し
い
理
解

と
指
導
技
術
向
上
の
た
め
、
全
教
員

を
対
象
に
研
修
会
を
聞
き
ま
す
。

に
し
ま
す
0

0
天
王
台
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
開
設
・・・
8
0
0
万
円

ホ
授
業
日
に
安
全
管
理
要
員
を
配
置

し
、
学
校
内
の
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
を
図
り
ま
す
。

士
布
佐
小
学
校
と
湖
北
台
中
学
校
の

校
舎
の
耐
震
補
強
な
ど
の
大
規
模
改

造
工
事
を
行
い
、
我
孫
子
第
一
小
学

校
と
根
戸
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事

な
ど
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

本
市
内
小
・
中
学
校
す
べ
て
の
図
書

室
に
空
調
を
設
置
し
ま
す
。

ホ
湖
北
小
学
校
の
学
校
給
食
調
理
業

務
の
委
託
を
行
い
ま
す
。

地
燭
巴
根
ざ
し
だ
教
育
の
充
実

本
学
校
評
議
員
制
度
を
更
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
評
議
員
の
任
期
を
1
年

か
ら
2
年
に
延
長
し
ま
す
。

市
引
き
続
き
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
人
材
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
教
育
の
充
実
と
聞
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
「
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
」
の
改
訂
は
、

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に
興
味
・
関
心

を
持
て
る
よ
ろ
編
集
し
ま
す
。

ホ
授
業
や
生
徒
指
導
な
ど
に
つ
い
て

「幼
・
小
・
中
・
高
」
問
わ
ず
逮
携

し
、
広
く
究
流
を
図
り
ま
す
。

膏
少
年
の
健
全
育
成

本
農
家
と
究
流
す
る
「
楽
し
く
働
く

体
験
教
室
」
、
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

の

「竹
炭
づ
く
り
」
な
ど
、
体
験
活

草

3
月
か
ら
入
札
制
度
を
改
革
し
、

す
べ
て
の
入
札
を
指
名
競
争
入
札
か

ら
、
一
定
の
条
件
を
付
し
た
公
募
型

競
争
入
札
へ
移
行
し
ま
し
た
。
入
札

参
加
条
件
や
予
告借
格
は
事
前
に
公

表
し
、
入
札
替
の
提
出
は
郵
送
に
よ

る
育
法
に
改
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
公
正
な
競
争
の
確
保
を
確

実
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

本
体
験
活
動
な
ど
の
情
報
を
提
供
す

る
た
め
、
子
ど
も
向
け
情
報
紙
を
発

行
し
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し
ま
す
0

3
新
厄
な
文
仕
の
創
造
乙

E
地

域

文

仕

の

縄

承

新
定
怠
文
化
・
芸
術
活
動
の
創
出

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
生
ま
れ
た

音
楽
を
利
用
し
て
合
唱
を
楽
し
み
、

そ
の
成
果
を
C
D
と
し
て
制
作
し
、

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
な
ど
、
市

民
の
活
動
の
場
で
活
用
し
ま
す
。

生
活
文
化
・
郷
土
芸
能
の
発
掘
と
継
承

「郷
土
芸
能
祭
」
を
開
催
し
、
郷

土
芸
能
の
発
表
の
場
と
鑑
賞
で
き
る

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
保
存
・
活
用

車
我
孫
子
市
史
の
「
近
世
篇
」
「
原
始
・

古
代
・
中
世
篇
」
を
刊
行
し
ま
す
。

ホ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、

C
D
l
R

O
M
に
記
録
化
し
た
杉
村
楚
人
冠
の

資
料
を
目
録
に
ま
と
め
、
管
理
し
、

活
用
に
向
け
た
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

市
市
内
文
化
財
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
案
内
板
と
誘
導
事
乞
設
置
し
、

さ
ら
に
、
文
化
財
整
理
室
、
湖
北
小

郷
土
資
料
室
の
公
開
、
考
古
展
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

I
ジ

「あ
ぴ
こ
電
脳
考
古
博
物
館
」
の
内

容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

市水道を取り巻く状況の変化
戸倉ダム建設中止と八ッ蝿ダム計画変更

群馬県片品村の戸倉ダムは、千葉県等の事業からの撤退により建

設中止となりました。市水道が水源の65%を頼る北千葉広域水道企

業団は、将来に備えて同ダムの水利権を得ていましたが、水需要が

低減傾向にあるため、現時点では新たな水源は求めないとしています。

同じく水利権を得ている群馬県長野原町の八ッ場ダムの建設費を

2110億円から4600億円に増額変更するとの発表が昨年 11月にあ

り、同企業団の負担分も大幅増となります。埼玉県は「建設費増額

の責任は固にあるJとして自治体の負担額の減額を求めています。

市も同企業団の構成団体とともに、負担額の軽減に努力します。

f県内水道のあり方j

昨年5月、千葉県は「県内水道のあり方Jと題して、①県営水道

の地元市町村への経営移管②県内6つの用水供給事業体の統合③市

町村営末端給水事業の統合によって、県内水道料金格差の平準化と、

県拠出金の削減を図ろうとしています。市は①については費同しま

すが、①③は本市のように平均より低い料金の事業体は料金を引き

上げる結果となるため、「県内水道のあり方Jに反対していきます。
北干藁広場水道企業団への干薫県工業用水道からの料曜移転

北千葉広域水道企業団と千葉県は、同企業団が水源として予定し

ていた栃木県今市市・鹿沼市の思川開発が、カ幅に縮小になったため、

現在余剰がでている房総臨海地区工業用水道からの水利権転用で賄

うこととしました。

水利権の確保は重要な課題ですが、負担金の軽減に努めます。

利
用
者
に
安
全
で
低
廉
な
水
を
安

定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
効
率
的
な

運
営
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
の
給
水
収
益
は
、
利

用
者
の
節
水
意
識
の
定
着
、
経
済
活

動
の
低
調
に
よ
る
大
口
水
需
要
の
減

少
な
ど
か
ら
、
日
四
年
1
月
末
現
在
で
、

U
年
度
を
2
・
3
%ほ
ど
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

に
よ
る
給
水
契
約
負
担
蚕
収
入
が
、

給
水
収
益
の
減
少
を
補
っ
て
い
る
た

め
、
決
算
は
黒
字
の
目
立
み
で
す
。

し
か
し
、
引
き
続
き
給
水
収
益
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
四

年
度
予
算
は
、

「
料
金
収
納
率
の
向

上
」「
経
費
の
大
幅
効
率
化
」「
実
施

事
業
の
手
法
精
査
」
を
基
本
と
し
た
、

緊
縮
型
の
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

「第
2
期
3
力
年
実
施
計
画
」
巴
基

づ
く
建
設
改
良
工
事

本
妻
子
原
海
水
場
の
計
装
設
備
の
更

新
工
事
・・・
浄
水
場
選
転
操
作
の
確
実

性
を
保
ち
ま
す
。

市
新
木
野
、
湖
北
台
、
白
山
、
船
戸
、

根
戸
、
布
佐
地
区
の
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
布
設
替
え
工
事
:
・4
0
3
6
m
を

実
施
。
漏
水
を
減
少
さ
せ
、
耐
震
度

を
強
化
し
ま
す
。
計
画
の
打
・

6
%

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

潜
水
揚
の
耐
震
補
強
工
事

地
震
災
害
の
際
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
を
強
化
す
る
た
め
、
要
子
原

浄
水
場
の
静
水
池
の
補
強
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
湖
北
台
浄
水
場
も

耐
震
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
適
切

な
措
置
を
取
り
ま
す
。

井
戸
ケ
l
シ
ン
グ
工
事

3
号
井
は
設
置
か
ら
お
年
が
経
過

し
井
戸
枠
が
腐
食
し
た
た
め
、
内
側

に
新
し
い
枠
を
挿
入
し
て
再
生
し
ま

す
。
深
井
戸
水
源
は
、
北
千
葉
広
域

水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
に
比
べ
、

安
価
で
取
水
で
き
る
た
め
、
大
切
に

維
持
保
全
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
損
益
勘
定
留

保
資
金
を
充
て
ま
す
。
当
面
は
、
新

た
な
企
業
債
を
起
こ
さ
ず
、
損
益
勘

定
留
保
資
金
の
範
囲
内
で
の
建
設
改

良
事
業
を
原
則
と
し
、
給
水
原
価
に

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
。

経
営
改
革

一
人
あ
た
り
の
水
使
用
量
や
給
水

量
が
減
少
し
、
経
済
の
成
長
率
も
低

い
水
準
で
推
移
す
る
状
況
下
で
は
、

民
間
の
手
法
や
活
力
を
取
り
入
れ
た
、

新
し
い
経
営
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

日
空
度
は
、
各
種
業
務
の
委
託
化

を
見
越
し
て
、
職
員
2
人
の
削
減
を

図
り
ま
す
。
今
後
も
、
委
託
の
度
合

い
に
応
じ
て
減
員
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
委
託
化
と
と
も
に
、
人

が
携
わ
る
業
務
の
削
減
を
図
り
、
電

話
交
換
業
務
を
機
械
式
転
送
装
置
に

切
り
替
え
、
経
費
を
削
減
し
ま
す
。

今
後
は
、
給
水
装
置
の
管
理
に
関

す
る
業
務
や
、
料
金
事
務
・
経
理
事

務
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
も
、
経
費

節
減
の
可
能
性
を
追
求
し
ま
す
。

ζ剃簡《記εぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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市
の
平
成
均
年
度
一
般
会
計
予
算
は
3
5
0
億
7
2
0
0
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
泊
・

4
%
の
増
で
す
が
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換

え
分
を
除
い
た
実
質
的
な
増
加
率
は
6
・
6
%
で
す
。
特
別
会
計
と

水
道
事
業
会
計
を
加
え
た
予
算
総
額
は
6
2
2
億
5
1
2
0
万
円
で
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
予
算
配
分
し
て
い
ま
す
。

減
税
補
て
ん
債
借
り
換
え

-ー-
平
成
7
・
8
年
度
に
行
わ
れ
た
国

の
減
税
策
で
減
額
と
な
っ
た
市
税
を

補
う
た
め
、
市
は
当
時
、
担
億
7
6

5
0
万
円
の
減
税
補
て
ん
債
を
借
り

入
れ
ま
し
た
。

日
空
度
に
償
還
そ
定
で
し
た
が
、

国
の
方
針
に
よ
り
再
度
、
借
り
換
え

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
債
の
総
額
の
増
減
に
は
影
響
あ

り
ま
せ
ん
が
、
借
り
換
え
分
が
歳
入

.
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
計
上
さ
れ
る
た

め
、
一
般
会
計
予
算
は
名
目
上
回
・

4
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
借
り
換
え
後
の
利
率
は
下

が
る
見
込
み
で
す
。

ザ
政
調
整
基
金

U

M
年
度
は
、

2
つ
の
近
隣
セ
ン
タ

t1 怠第 1114号

歳入

市税164憶7073万円
(47.0%) 

( )内は構成比一般会計予算の構成

ー
の
整
備
、
水
害
対
策
、

2
つ
の
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
、
多
額
の

経
費
を
必
要
と
す
る
事
業
が
以
前
か

ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
日
年
度
ま
で
積
極
的

に
財
政
調
整
基
金
(
年
度
聞
の
予
算

の
調
整
を
行
、
つ
た
め
の
積
立
金
)
を

積
み
立
て
、
日
年
度
末
で
お
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

日
年
度
は
こ
の
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
行
っ
て
予
算
を
編
成
し
て
い

ま
す
。歳

入

市
の
歳
入
の
柱
と
な
る
市
税
は
、

1
6
4
億
7
0
7
3万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ

5
億
1
1
0
8
万
円
(
3
・

0
%
)
の
滅
と
い
今
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。

歳はJhzz 
出品A E脅32乞参

三島Zfifo
明 12?沼
恒会話回

天
王
台
流
域
の
水
害
対
策
や
古
利

根
沼
の
用
地
取
得
、
湖
北
駅
北
口
の

整
備
な
ど
で
、
土
木
費
が
8
億
4
8

7
5
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
は
、
(
仮
称
)
我
孫
子
南

区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー
や
(
仮
称
)
天

王
台
南
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
た
め
、

6
億
8
3
2
8
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
も
、
児
童
手
当
や
、
介
護

保
険
と
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
4
億
3

7
7
7
万
円
の
増
、
教
育
費
も
布
佐

小
学
校
と
湖
北
台
中
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
に
よ
り
1
億
2
4
6
0
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
は
、
全
体
的
な
経
費
の
削

減
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

※
減
税
補
て
ん
債
借
り
換
え
を
含
む
。

国庫支出金
21億8787万円(6.2%)

繰入金
18憶4643万円(5.3%)

地方交付税
14億3000万円(4.1%) 

県支出金
10憶6220万円 (3.0%)

8億5812万円
7憶 797万円
6憶3300万円

5億2567万円
4憶5692万円
4憶5157万円

3億3879万円
2億8259万円
4億6943万円

4億1341万円
2億 495万円
1憶3245万円

1億3411万円
1億2950万円

9700万円
11憶5000万円
6憶3485万円

4億8478万円
4億6110万円
1億9523万円

1億8000万円
1億7063万円

8200万円

3億7100万円
2億4825万円
1憶6299万円
1憶2525万円

9110万円
3億8775万円
2億6017万円
1億7230万円
1憶6633万円
1憶3376万円

9036万円
3960万円
1562万円

1561万円
4888万円
1925万円

779万円
295万円

1憶3315万円

1304万円
198万円

151万円

一般会計歳出予算の内訳(その他を除く)

区分・予算額(対前年度比) 主

民生費 82億7706万円(+5.6%) 生活保護世帯への扶助

第2次保健福祉総合計画に基づくさまざ介護保険特別会計への繰出金
まな事業や、総合的な社会福祉の充実を図り国民健康保険特別会計への繰出金

必要な自立支援を行なうための経費です。 私立保青圃への児童保育委託

*増となった理由 児童手当の支齢年齢拡老人保健特別会計への繰出金

大による支給増額や介護保険・国民健康保児童手当の支給
険特別会計への繰出金などの増。 知的障害者への支援費支給

公立保育園の運営費(人件費・施設維持費を除く)
(仮称)天王台南区域近隣センターの整備

(仮称)我孫子南区域近隣センターなどの整備
[人にやさしい駅j整備(布佐駅南口昇降設備の設置ほか)
市民会館の管理運営

市民センター・近隣センターなどの管理運営
自転車駐車場の管理運営

我孫子市民プラザの管理運営

土木費 54億9946万円 (+18.2%) 公共下水道事業特別会計への繰出金

道路、区画整理、公園、排水対策など、 天王台流域整備(泉地区管内貯留整備分)

快適なまちづくりのための都市整備や環境 我孫子駅南北区画整理
整備の経費です。 古利根沼保全(用地取得)

*増となった理由 天王台流域の水害対策 天王台流域整備(並木地区排水路改修分)

や古利根沼の用地取得などによる経費の増。 湖北駅北口の整備
手賀沼公園久寺家線の整備
利根川ゅうゅう公園の整備

教育費 40億757万円 (+3.2%) 小中学校校舎の大規模な改造
教育委員会に係る予算で、小・中学校の学校給食の運営(人件費・施設維持費は除く)

運営、社会教育、生涯学習センター、公民館、私立幼稚園就圃奨励補助金など
図書館、鳥の博物館、スポーツ事業などの小・中学校でのコンビューター教育の経費
経費です。 生涯学習センターの管理運営

衛生費 29億1952万円(ー1.4%) 資源回収の委託や回収奨励金などの費用

ゴミ収集・資源化事業や各種検診など 焼却灰など廃棄物の処分のための経費
衛生的で健康な生活の維持・向上のためゐ基本健康診査委託などの成人側事業
経費です。 家庭ごみの収集・焼却業務の委託

各種予防接種実施の委託など
乳幼児医療の助成

消防費 14憶9430万円(ー2.1%) 高規格救急自動車の購入
防火対策、救急業務など、市民生活の安全分団消防ポンプ自動車の購入

を守るための経費です。 消防団活動の災害補償の掛金や消耗品などの費用

農林水産業費 3億968万円(ー6.0%)各排水機場の維持管理負担金など

農業の基盤整備や育成などを行うための経農業振興のための補助金などの支給
費です。 市民農園の維持管理

高野山新田農業体験リフレッシュプロジ‘工クト

商工費 2億8638万円(ー1.7%) 中小企業に対する資金融資

商業や工業、観光の振興、消費生活の改善水生植物園の整備管理費
のための経費です。 中高年の就業支援のためのパソコン研修

起業を目指す人のための研修会

※青色の事業は施政方針に掲載

業事な

総務費 56億5888万円(+13.7%)

主に市の管理的業務を行なう経費と、コ
ミュニティ活動の促進や交通安全対策など、
他の経費に区分できない経費です。

*増となった理由 2カ所の近隣センター
の整備費などの増。

特別会計ぽ

233億3890万円

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
の
会
計
で
、
我
孫
子
市
に
は

7
つ
の
特
別
会
計
(
下
表
)
が
あ
り

ま
す
。平

成
時
年
度
は
、

7
会
計
の
合
計

で
、
前
杢
度
比
1
・
8
%増
の
総
額

2
3
3
億
3
8
9
0
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
介
護
保
険
は
要
介
護

.
要
支
援
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
ロ
・

8
%
の
伸
ぴ
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

天
王
台
・
柴
崎
の
区
画
整
理
事
業
が

ほ
ぼ
完
了
し
た
た
め
、
回
・

8
%と

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

v特別会計の内訳

区分

国民健康保険事業

老人保健

介護保険
公共下水道事業

手賀沼浄化事業

土地区画整理事業

公共用地取得

予算額(対前年度比)

82億9900万円 (t4.0%) 

74億3100万円 (ー3.2%)

41億8000万円 (t12.8%) 

31億 円 ( ー1.7%)

1億6100万円 (t14.2%) 

9300万円(ー52.8%)

7490万円 (ー 1.3%)

水
道
事
斐
百
計
は
、
事
業
経
営
の

た
め
の
収
益
的
予
算
と
、
水
道
施
設

の
建
設
や
改
良
の
た
め
の
資
本
的
予

算
の
2
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

節
水
意
識
の
定
着
や
景
気
の
低
迷

に
よ
る
水
需
要
の
滅
で
、
給
水
収
益

は
減
少
傾
向
で
す
が
、
積
極
的
な
経

費
節
減
な
ど
の
経
営
努
力
で
収
益
的

予
算
は
黒

{Tv-予
定
し
て
い
ま
す
。

給
水
戸
数
は
4
万
7
6
0
0
戸、

年
間
の
総
給
水
量
は
1
3
4
5
万
d

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

v事業経営にかかわる収支

区分 予算額(対前年度比)

水道事業収益 27億 576万円(ー7.7%)

水道事業費用 26憶7559万円(ー5.5%)

v水道施設建設にかかわる収支

区分 予算額(対前年度比)

資本的収入 1億5180万円(ー51.8%)

資本的支出 11億6471万円(ー11.2%)

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号宮7185-1111
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市
で
は
、
小
・
中
・
高
校
生
が
創

作
し
た
童
話
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。今

回
か
ら
作
品
は
童
話
の
み
と
な

り
、
高
校
生
の
部
の
対
象
が
変
わ
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
す
て
き
な
作
品

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部
門
・
応
募
資
格

O
小
学
生
の
部

「
こ
も
れ
び
」

近
隣
セ
ン
タ
ー
の

名
称
案
が
決
定

来
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
(
仮
称
)
天
王
台
南
区
域
近

隣
セ
ン
タ
ー
の
名
称
案
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
募
集
し
ま
し
た
。

同
近
隣
セ
ン
タ
ー
名
称
選
考

委
員
会
で
選
考
し
た
結
巣
、
応

募
総
数
1
1
3点
の
中
か
ら
次

の
名
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
名
称
「
こ
も
れ
ぴ
」

聞
こ
ず
え
さ
ん
(
泉
)
、
高
橋

恵
一
さ
ん
(
天
王
台
)

圃
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線

2
1
4
 

:
・
小
学
生

O
中
学
生
の
部
:
・
中
学

生

O
高
校
生
の
部
:
・
昭
和
白
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
応
募
可
。

募
集
作
品
夢
が
あ
ふ
れ
る
内
容
の

童
話
を
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
叩

枚
(
ワ
ー
プ
ロ
は
A
4
判
の
用
紙
で

4
0
0
0
字
)
以
内
(
作
品
は
日
本

語
で
、
未
発
表
の
も
の
)

※
1
人
2
編
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

※
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
、

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
挿
絵
は
評
価
の
対
象
に
し
ま
せ
ん
。

※
受
付
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
。

賞

1
席
:
・
賞
状
と
図
書
券
3
万
円

分

(
1
編)、

2
席
:
・
賞
状
と
図
書

券
2
万
円
分

(
2
編)、

3
席
:
・
賞

状
と
図
書
券
1
万
円
分
(
叩
編
以
内
)

※
小
・
中
・
高
校
生
ご
と
に
賞
あ
り
。

応
募
期
限

8
月
白
日
(
消
印
有
効
)

発
表
ロ
月
中
旬

第2期生を募集谷津掌般

選
考
委
員
字
尾
房
子
さ
ん
(
小
説

家
)
、
長
縄
栄
子
さ
ん
(
画
家
・
絵

本
作
家
)
、
松
丸
数
夫
さ
ん
(
詩
人
)
、

横
山
悦
子
さ
ん
(
児
童
文
学
作
家
)

応
募
方
法
郵
送
ま
た
は
E
メ
I
ル

ホ
郵
送
:
・
原
稿
に
表
紙
を
付
け
、
そ

こ
に
題
名
、
開
制
、
性
別
、
学
校
名
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
(
高
校
生
の
部
の
み
)
を
明
記
し
、

初
円
切
手
を
揺
し
た
返
賃
封
筒

(
住
所
、
氏
名
を
明
記
)
を
同
封
し

て
申
込
先
へ

事

E
メ
l
ル
・
:
作
品
は
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
で
申
込
先
へ
(
必
要
事
項
は
郵

送
と
同
様
、
返
信
用
封
筒
は
不
要
)

申
込
先
一
T
2
7
O
I
l
l
6
6
我

孫
子
1
6
8
4教
育
委
員
会
文
化
課

内
「
め
る
へ
ん
文
庫
」
係
E
メ
I
ル

σ己
ロ

-s@aq・何
wEW0・の
Eσω
・

5

へ

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

みち草

岡発戸・都部の香津には、今でも多様な 谷適夫さん(自然観察指導員、白山在住)

自然環境が残っています。植物や樹木をは 対象・定員 すべての講座に参加できる

じめ、自然の生態系を学んでみませんか。 15歳以上の方、 10人(鴎者多数の場合

日時・内容下表参聞 は抽選)

場所下表参照(室内は市役所西別館です) 参加費無料

講師中村俊彦さん(県立中央博物館生態・ 主催我菰子市

環境研究部長、東京都在住)、浅間茂さん 申込万法・固往復ハガキに住所、氏名、

(県立千葉高等学校教諭中峠在住)、根本 年齢、電話番号を明記し、 4月30日必着

渉さん(専業農家、都部在住)、首藤美恵 で〒 270・1192市役所手賀沼諜(住所省

子さん(自然観察指導員、天王台在住)染 略可)・内線464ヘ
V谷津学校の開校日時と内容(いずれも日曜日)

9
ul
ン
セ
ン
タ
ーl

F
お
知
ら

せ

き
わ
や
か
な
環
揖
フ
〈
り
質

表
髭
候
補
者
を
募
集

市
で
は
、
第
7
回
き
わ
や
か
な
環

境
づ
く
り
賞
の
表
彰
候
補
者
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
貨
は
、

5
年
以
上
に
わ
た
っ

て
ま
ち
の
環
境
美
化
や
、
資
源
の
再

利
用
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰
し

ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
聞
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
①
日
常
的
に
ポ
イ
捨
て
ご
み

の
回
収
な
ど
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
②
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
方

表
彰
選
考
の
う
え
、

5
月
の
「
環

日 時 午前(10:00-12:00) 場所 午後(13:00-15:00)場所

オリ工ンァーション
5月23日 谷津を知る 室内 谷津の輪郭をつかむ

現地
谷津ミュージアムを学ぶ

6月20日 生態系を知る 現地 谷津の農業を知る

7月 11日 水辺づくり(ビデオ) 室内
9月 12日 自然の中で遊ぶ 遊び道具を作る

現地
10月 17日 谷津の生物を知る 自然観察会

11月21日 林の観察 現地
意見交換

1月 16日 湿地を拡大する 室内
2月20日 草刈り作業 まとめ

境
月
間
」
に
表
彰
し
ま
す

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
推
薦
す
る
個

人
・
団
体
名
、
活
動
内
容
、
推
薦
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し、

4
月
日
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7

o
l
-
-
2
1
中
峠
2
2
6
4
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

帰
凍
庫
は
家
電
リ
サ
イ
ワ
凡
巴

ご
み
の
nn別
宅
一
部
震
E

4
月
1
日
か
ら
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
品
目
に
電
気
冷
凍
庫
が

追
加
さ
れ
、
市
で
は
取
り
扱
わ
な
く

な
り
ま
し
た
。
廃
棄
の
際
は
、
購
入

庖
ま
た
は
家
電
販
売
庖
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
衣
類
乾
燥
機
や
ピ
デ
オ
デ

ツ
キ
、
へ
ア
I
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
資
源

(
金
属
類
)
に
な
る
な
ど
、
分
別
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
平
成
凶
年
度
版
「
ご
み
資
揮
の

分
け
方
出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
訂
版
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

市
役
所
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、

ア
ピ
ス
夕
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

し
vチ

ッ
フ
化
し
定
雄
肥
を

無
斜
で
配
布

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
園

や
街
路
の
樹
木
な
ど
で
憲
沌
れ
た

枝
や
葉
を
チ
ッ
プ
化
し
、
堆
肥
に
し

た
も
の
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

堆
肥
は
、
花
や
家
庭
菜
園
の
土
壌

改
良
な
ど
に
広
く
利
用
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
袋
は
、
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

市
民
手
づ
く
り
公
園
の

活
動
団
体
を
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
と
自

主
的
な
活
動
に
よ
り
、
地
域
の
特
色

あ
る
市
民
手
づ
く
り
公
園
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

公
園
づ
く
り
に
必
要
な
草
花
の
苗

や
種
、
肥
料
、
レ
ン
ガ
、
材
木
な
ど

を
提
供
す
る
ほ
か
、
草
刈
り
機
や
電

動
の
こ
ぎ
り
な
ど
も
貸
し
出
し
ま
す
。

募
集
団
体

2
団
体

応
募
資
格
自
治
会
ま
た
は
会
員
数

が
叩
人
以
上
の
地
域
に
根
ざ
し
た
永

続
性
の
あ
る
団
体

説

明

ム
一A

日
時
・
場
所

4
月
四
日
側
午
前
日

時
、
市
役
所
庁
舎
分
館

※
応
募
書
類
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

応
募
方
法
・
圃
応
募
書
類
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、

5
月
日
日
必
着
で

一T
2
7
O
I
l
l
9
2
市
役
所
公
園

緑
地
謀
(
住
所
省
略
可
)
・
内
線
5

4
4
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

曹の全国爽i過程金運動電話の取次方法が変わりましたE置ヨ1m
E:;:Hf弓亨E司

り、子どもにお手本を示しましよう。また、

近年、特に高齢者の死亡事故などが増加し

ています。ご家族で、もう一度実通安全に

ついて話し合ってみてはいか力?でしょうか。

子どもと高齢者の交通安全大会

日時・場所 4月4日(日)午前11時から午後

O時30分、市民体育館前河川敷(雨天の場
合は市民体育館)

内容実践型の突通安全教室(自転車の点

検要領、通行による死角の確認ほか)

圏実通整備課・内隷330、我孫子警察署

07182・0110

4月6日開から15日開まで、春の全国

突通安全運動が実施されます。

。運動重点目標

*子どもと高齢者の突通事故防止

*自転車の安全利用の推進

*シートペル卜とチャイルドシートの正

しい着用の徹底

この時期は、新入学や新学期などで子

どもの生活の環境の蛮化から緊張感もゆ

るみ、突通事故がおこりやすくなります。

横断歩道の渡り方や自転車の安全な乗

り方、シートぺル卜・チャイルドシート

の着用など、まず大入力頃通jレールを守

転送されるようになります。

固水道局経営管理課07184・0111

V教育委員会の業務選択番号一覧
業務内容 |番号 1

・視職鴬用備品の貸し出し.

。ふれあいキャンプ揚
。青少年の行事

。芸術・文化行事 。市史
。埋蔵文化財

。児童生徒の就学
。幼稚園の就圏補曲金
。学校給食 。学校保健

。進路指導 。生徒指導
。学校行事

。上記以外のもの

2 

3 

4 

水道局 (07184-0111)と教育委員

会(07185・1151)の電話の取り次ぎ

が、実換手によるものから電話受付シス

テムに変わりました。

音声案内に従って担当部署の番号(表

参閉)を選択していただくと、自動的に

V水道局の業務選択番号一覧
業務内容 |番号

。水道の使用開始と停止
。住所変更

。水道料金 。検針

。漏水 。水道工事
。負担金・手数料

。上記以外のもの

2 

3 

ζ剃簡《記εぃ

5 

ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 

4 

テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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公
民
館
で
は
、

4
月
か
ら
始
ま
る

さ
ま
ざ
ま
な
学
級
・
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
他
の
講
座
(
思
春
期

講
座
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
、
地
域
学
、

市
民
大
学
開
放
講
座
ほ
か
)
は
、
実

施
時
期
に
合
わ
せ
て
広
報
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

内
容
左
表
参
照

※
タ
イ
ト
ル
が
黒
色
の
も
の
が
学
級
、

脅
色
は
講
座
で
す
。

対
象
市
内
在
住
の
方

注
意
。
学
級
は
1
人
に
つ
き
1
学

級
の
み
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

at1 

長寿大学心豊か!こ学ぶ人生を 地織福祉ゼミナール少予高齢社会の学習

新しい友達とこれから楽しく学びあい、心豊かに 少子高齢社会に健庫で生きがいのある生活を送る
過ごしてみませんか。 (4月20日入学式) ための対応や、ともに支え合う地域づくりを考えま
日時・蝿所月2・3回の火・木・金曜日午前9時す。
50分から午後2時30分、湖北地区公民館(全28回)日時 5月12日から来年3月までの水曜日午前9
内容我孫子の歴史、介護保険、身近な法律ほか 時30分から正午(全 18回)
対象・定員昭和 14年4月1日以前に生まれた方場所我頚子地区公民館ほか
で、 4年間継続して学習活動に参加でき、定職をお内容高齢者福祉の基礎学習(市の福祉の現状、年金
持ちでなく、県生涯大学に在籍していないまたは入遺言、介護、市内の福祉施設見学ほか)
学予定のない方、 56人 対象・定員 18歳以上の方、 30人
参加費 5000円(文集代を含む) 参加費 1000円

のびのび親子学級 2歳児コース のびのび親子学級 3歳児コース
親子でふれあい、仲間とゆとりを持った楽しい子 人格形成に重要なこの間期に、親子のふれあいを

育てをしてみませんか。 楽しみながら、子育てを学び合い、成長を見守って
日時・場所(コース) 5月から来年2月までの午前みませんか。
10聞から 11筒、我孫子地区公民館火曜コース・金日時 5月から来年2月までの木曜日午前 10聞か
曜コース、湖北地区公民館火曜コース(各全10回) ら11時30分(全10回)
対象・定員 2歳児(平成13年4月2日から 14年場所我頚子地区公民館
4月1日生まれ)の保護者、我頚子地区公民館名30対象・定員 3歳児(平成 12年4月2日から 13年
組、湖北地区公民館25組 4月1日生まれ)の保護者、 25組
参加費 1000円 参加費 1000円

家庭教育学級子育ての輸を広げよう市民カレッジ文学歴史コース
日時・場所 5月から来年2月までの火曜日午前9 我頚子の文学・歴史の講義や史跡めぐりなとを通
関50分から正午、我頚子地区公民館(全 11固)(ほし、新たな関心の扉を広げ、もっと我頚子を好きに
かに企画運営会..6回、課外学習・希望者のみ2回)なりませんか。
内容親子関係や家庭の役割について、公開講演会、日時・場所 5月20日から 12月までの木曜日午前
手賀沼船上学習(課外)、自主学習(おやつ作り、話 9閏30分から正午、我孫子地区公民館ほか(全12回)
し合い学習など) 内容講義と史跡散策(古代の我孫子、白樺派の文人、
対象・定員小学校1・2年生の保護者(お子さん平将門、柳田園男、手賀沼ほか)
を連れての参加も可。 2歳以上は保育あり)、 40人 対象・定員 18歳以上の方、 40人
参加費 1000円 参加費 500円

市民カレッジ女性危浮コース 市民カレッジあびこ塾コース
女性としてきらきら輝いた人生を送るため、自分 住んでいる街、我頚子市の現状を詳しく知り、住

を見つめなおし、自分らしい生き方を考えてみましみよいあぴこをみんなで学び合い、活動の場を広げ
よう ましよう。
日時・場所 5月13日から 12月までの木曜日午前日時 5月27日から 12月までの木曜日、午後7閏
9時30分から正午、我孫子地区公民館(全12回) から9時(全 10回)
内容 もっと魅力的な女性へのステップ(女性の自場所我頚子地区公民館
立、年金ほか)、心も体もリフレッシュ(ストレッチ内容我頚子市の現状の学習(講師は市の職員ほか)
ほか)、私のできること(環境、ボランティア) 対象 18蔵以上の方
対象・定員 18歳以上の女性、 30人 定員 30人
参加費 500円 参加費 300円

市民カレッジ男塾我蕗子コース 市民カレッジ男塾湖北コース
男同士で楽しくクッキング。謂理の基礎と安全で 男同士で楽しくクッキング。今年度から湖北地区

美味しい料理作りを通して食生活力鴨康管理にいか公民館でも開催しますので、ぜひご参加ください。
に大事かを学んでみましよう。 日時 5月21日から 12月までの金曜日午前9時
日時 5月15日から 12月までの土曜日午前9時 30分から午後1閏30分(全 11固)
30分から 13閏30分(全 11IQI) 場所湖北地区公民館
場所我孫子地区公民館 内容料理実雷、栄養と健康について
内容料理実習、栄養と健庫について 対象 18歳以上の男性
対象・定員 18歳以上の男性、 24人 定員 16人
参加費 500円(別途全実習費7000円) 参加費 500円(別途全実習費7000円)

じゃがじゃがクラブ おとな『食育jくらぶ
日時・場所 4月17日から7月17日までの土曜日日時 4月24日出午前 10聞から午後 12時30分
(聾雨時は日曜日に変更の場合あり)の午前9時から場所湖北地区公民館
正午、我孫子市民会館ほか(全5回) 内容旬の素材「タケノコJを使った料理(シュウ
内容 じゃがいもの種付けから収穫までの農業体験マイ・ご飯ほか)
と収穫したじゃがいもを活用した料理や実験 対象・定員中学生までのお子さんの保護者、 24人
対象・定員小・中学生の親子、 30人程度 措参ふきん・台ふきん-エプロン・三角きん・ゴ
*汚れてもよい服装でご参加ください。 ミ袋
参加費 1人500円(材料代) 参加費 500円(材料代)

人との関係を楽にしたい講座 遊びにおいでよ公民館ヘ
家庭や地域での会話や行動を通して自分自身を知 公民館では、土曜日に小・中学生や親子が体験で

り、相手の立場を理解して共に生きる人との関係にきる催しを行っています。
ついて考えましょう。 。元気に怖を働かそう
日時・場所 5月11日.18日、 6月1日.15日・内容 ストレッチや軽運動
29目、 7月6日.13日の火曜日午前 10聞から正午、措参上履き、汗ふきタオル、水筒
我頚子地区公民館(全7回) @楽しく遭lまう
内容 自分に出会う、自分の感情を知り他人との違内容囲碁将棋、昔の遊ひなど
いを知る、コミュ二ケーションについて、傾聴体韓日時・場所 いずれも毎月第2土曜日午前9閏30
をする 分から 11時30分、我頚子地区公民館(参加無料)
講師松隈陽子さん、三枝留美子さん(マザーズ) 申し込み不要(となたでも参加できます)
定員 25人 ※工作やク、ソキング、自然体験なと申し込みが必
参加費 500円 要な行事は広報でお知らせします。

-ー-

講
座
は
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

。
各
学
級
・
講
座
と
も
応
募
者
名
薮

の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
@
最

小
定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
開
講
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
@
「
家
庭

教
育
学
級
」
は
お
子
さ
ん
の
学
校
名

と
学
年
を
明
記
。
学
校
で
配
布
さ
れ

る
申
込
書
(
入
学
式
以
降
に
配
布
予

定
)
の
利
用
も
可
。

「
の
び
の
び

親
子
学
級
」
は
同
伴
す
る
お
子
さ
ん

の
生
年
月
日
と
性
別
を
明
記
。
対
象

児
よ
り
年
長
の
お
子
さ
ん
を
連
れ
て

の
参
加
は
不
可
。
保
育

(
2
歳
以

上
)
を
希
望
す
る
方
は
、
お
子
さ
ん

の
名
前
、
生
年
月
日
、
性
別
を
明
記

。
ア
ビ
ス
タ
の
駐
車
場
は
有
料
で
す

申
し
込
み
往
複
ハ
ガ
キ

(
1
枚
に

1
学
級
・
講
座
)
に
、
希
望
の
学
級

・
講
座
名
、
場
所
、
コ
I
ス
(
「
の
び

の
び
親
子
学
級
」
「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」

ふ
均
bvな

の
み
)
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
家
庭
教
育
学
級
は
4
月
日
日
、

そ
の
他
の
学
級
・
講
座
は
4
月
9
日

必
着
で
一
T
2
7
O
l
l
l
4
7
若
松

山却の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
へ

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

保
育
市
民
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

公
民
館
の
学
習
へ
の
参
加
者

や
ア
ピ
ス
タ
の
図
書
館
利
用
者

の
お
子
さ
ん

(
2
歳
以
上
)
な

ど
の
保
育
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
月
1
回
程
度
の

午
前
中
、
我
孫
子
地
区
公
民
館
、

湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か

対
象
子
ど
も
が
好
き
で
保
育

に
関
心
の
あ
る
方
(
資
格
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
し
込
み
・
圃
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
我
孫
子
地
区
公
民

館
宮
7
1
8
2
・
0
5
1
1
m

7
1
6
5
・
6
0
8
8
へ

楽しさをお手伝い

毎日第2土曜日は

定例探鳥会、

烏
の
博
物
館
で
は
、

4
月
か
ら
毎

月
第
2
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
定
例

探
烏
会
を
行
い
ま
す
。

烏
の
博
物
館
前
の
手
賀
沼
遊
歩
道

周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
身
近
な
烏
や

自
然
を
や
さ
し
く
解
説
し
、
小
・
中

学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
探
烏

会
で
す
。

日
時
・
場
所
毎
月
第
2
土
曜
日
の

午
前
日
時
鳥
の
博
物
館
玄
関
前
集
合
、

正
午
解
散
予
定
(
雨
天
中
止
)

対
象
小
学
生
以
上
の
方
(
小
学

校
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

持
参
双
眼
鏡
(
お
持
ち
の
方
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み
不
要
(
直
接
集
合
場

所
へ
)

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・

q
L
q
L
tム
つ
&

.'"躍〈表タール
子ども会のリーダーのお兄さんお姉さんと一緒に遊びませんか。

日時・蝿所 毎月第2土曜日の午後1時30分から4問、湖jt地区公

民館ほか (8月はお休み)

内容 4月・・レクリ工ーション 5月・中里市民の森でアウトドアゲ

ーム(午前 10開集合) 6月…キャンププログラムづくり 7月・買

い物ラリーとキャンプ(宿泊は小学校4年生以上) 9月・土器づくり

1 10月・・染め物に挑戦 11月・土器づくりE、食事づくり 12月

…ハガキ絵で年賀状づくり 17年1月…メッセージカードづくり 2 

月・市内探検(市の東側半分をパスと徒歩で) 3月・新聞づくり
対象・定員小学校から高校生、先着30人

参加費年額3500円(各回ごとの参加は300円程度)

申し込み・固 電話で子ども会育成会事務局・梅谷ft7183・2636ヘ
(名目ごとの申し込みは参加前日までに)

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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麿基礎議

.._ -
ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
、
外
国
の
生
活

文
化
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
下
表
参
照

場
所
ア
ピ
ス
夕
、
市
民
会
館

こ
や
ま
き
よ
し

講
師
児
山
棄
さ
ん
(
ジ
ャ
ズ
評

論
家
)

対
象
・
定
員
ジ
ャ
ズ
に
興
味
の
あ

る
方
、

ω人
(
応
募
者
名
薮
の
場
合

は
抽
選
)

.. 
ti 怠

※
定
員
の
内
訳
は
、
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
が

ω人
、
そ
の
他
の

方
が
却
人
で
す
。

参
加
費

2
0
0
0
円

(
6
回
分
で

コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
料
を
含
む
)

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ジ
ャ

ズ
講
座
」
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
初
日
必

着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
7若
松
山
却

の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
へ

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

V 日時と内容(いずれも土曜日)

日程 内容
5月8日 ジャズのスタイル

5月29日 ジャズの巨人たち
7月10日 ジャズと映画

7月24日 世界のジャズ・フェスティバル

9月11日 ジャズの今と未来

10月9日 ジャズコンサート鑑賞
※時間は13:∞-14:30(コンサー卜を除<l。

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
音
楽
を
C
D
Z

合
唱
へ
の
参
加
者
を
募
集

昨
年
8
月
に
上
演
さ
れ
た
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
北
へ
帰
る
の
を
忘
れ

た
白
鳥
」
の
音
楽
を
合
唱
で
楽
し
み

ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
歌
声
で
C

D
を
作
り
ま
す
。

日
時

5
月
9
日
側
か
ら
日
月
2
日

出
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
の
午
後
1

時
却
分
か
ら
4
時
却
分

(
5
月
9
日

は
午
前
日
時
か
ら
正
午
、

5
月
日
日

・
2
日
は
午
前
9
時
却
分
か
ら
午
後

4
時
却
分
)
〈
全
お
回
程
度
〉

場
所
市
民
会
館
、
ア
ピ
ス
タ
ほ
か

収
録
曲
目
曲
程
度

※
歌
唱
曲
の
事
前
紹
介
を
4
月
日
日

出
午
後
2
時
か
ら
市
民
会
館
で
行
い

ま
す
(
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
)
。

対
象
・
客
員
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
校
4
年
生
以
上
の
方
ま

ラ
ャ
ズ
の
ヒ
ッ
ヴ
パ
シ
ド
で
演
奏
し
よ
う

〆
ジ
ャ
ズ
の
世
界
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

刊軒

市
で
は
、
中
学
生
・
高
校
生
を
中

心
に
編
成
す
る
ジ
ャ
ズ
の
ピ
ッ
グ
バ

ン
ド
(
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
)
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

課
題
曲
演
奏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
に
つ
い
て
の
お
話

(
ジ
ャ
ズ
豆
知
識
)
を
通
じ
て
、
仲

間
と
一
緒
に
学
び
演
奏
す
る
喜
び
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
下
表
参
照

場
所
ア
ピ
ス
夕
、
市
民
会
館

講
師
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
:
・
守
屋
純

子
さ
ん
(
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
)
、、‘

M

，即、
4
Z

音
楽
監
修
・
ジ
ャ
ズ
豆
知
識
:
・
児
山

繋
さ
ん
(
ジ
ャ
ズ
評
論
家
)

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
校
5
年
生
か
ら
高
校
生
で
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
サ

ク
ソ
ホ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
、
ド

ラ
ム
の
い
ず
れ
か
の
演
奏
経
験
が
あ

り
、
楽
器
(
ピ
ア
ノ
と
ド
ラ
ム
を
除

く
)
を
持
参
で
き
る
方
、
初
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
5
月
8
日
の
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
決
定
)

参
加
費

1
0
0
0
円
(
教
材
費
)

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
I
ル
の
い
ず
れ
か
で
「
ジ
ャ
ズ

の
世
界
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

楽
器
名
を
明
記
し
、

4
月
初
日
必
着

で一
T
2
7
o
l
-
-
6
6
我
孫
子
1

6
8
4
教
育
委
員
会
文
化
課
陥
7
1

8
2
・
5
8
6
7
E
メ
I
ル

σ戸
E
V
S

@巳
q
-
ω
E
W
0・
n
E
Z
-号
へ

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

V 日時と内容(いずれも土曜日)

日程 内容
5月8日・29日 ワークショップ、ジャズ豆知識

6月19日・26日 ジャズワーク

7月10日・24日 ワークショップ、ジャズ豆知識

7月31日、 8月28日 ジャズワーク

9月11日 ワークショップ、ジャズ豆知識

9月25日 ジャズワーク
※時間は13 : 30 -1 6 : 30。

た
は
我
孫
子
市
に
何
ら
か
の
関
わ
り

の
あ
る
方
、
初
人
か
ら

ω人
程
度
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
練
習
へ
の
参
加

状
況
を
考
慮
し
て
決
定
)

ス
タ
ッ
フ
丹
保
剛
さ
ん
(
音
楽
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
作
曲
)
、
字
内
悦

子
さ
ん
(
作
詞
)
、
鈴
木
幸
子
さ
ん
(
歌

唱
指
導
)
ほ
か

参
加
費

1
0
0
0
円

申
し
込
み
申
込
用
紙
(
市
役
所
、

教
育
委
員
会
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
各
支
所

・
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、

4
月
初
日
必
着
で

教
育
委
員
会
文
化
課
へ
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
持
参

圃
教
育
委
員
会
文
化
謀
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

国際交流協会(AI R A) 

w
'
J
q
 

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

(
A
I

凡
町
)
で
は
、
外
国
語
講
座
(
下
表

参
照
)
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
入
門
:
・
初
め
て
習
‘
ヱ
刀
、
初

級
:
・
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会
話
が
で

き
る
方
、
中
級
:
白
笠
宮
話
が
ほ
ぼ

で
き
る
方
、
上
級
:
・
時
事
的
な
話
題

な
ど
も
話
せ
る
方

歌の広場

方トペし汐タlZ
盤戦fJ!J' 

オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
歌
と
芝
居
と
踊

り
が
一
つ
に
な
っ
た
楽
し
い
音
楽
劇
。

8
月
お
自
由
に
湖
北
地
区
公
民
館

で
上
演
予
定
の
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

一
生
」
で
、
あ
な
た
の
歌
声
と
演
技

を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
の
日
時
・
場
所
下
表
参
照

指
導
勝
呂
美
智
子
さ
ん
(
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
歌
唱
指
導
者
)

対
象
・
客
員
小
学
校
3
年
生
か
ら

6
年
生
、
初
人
(
応
募
者
名
薮
の
場

注
意
。
応
募
者
が
名
薮
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す

O
定
員
に
満
た

な
い
講
座
は
開
講
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
@
会
場
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
@
受
講
生
が
会
場

合
は
抽
選
)

参
加
費

5
0
0
円
(
全
回
分
)

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
の
い
ず
れ
か
で
「
歌
の
広

場
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
明
記
し
、

4
月
初
日

必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
6
6
我
孫

子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
文
化
謀
附

7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
I
ル

σ
ロ
ロ
片
釦
mwnp仲
可
・

ω
σ
F
W
0
・

nyFσω
・』匂へ

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

V錬習の日時・場所(いずれも土曜日)
日程 場 所

5月15日・22日 アビスタ

5月29日 市民会館

6月12日・19日・26日アビスタ

7月10日・17日・24日・
市民会館

31日、 8月7日・21日

※時間は9:30-11: 30。

の
確
保
を
当
番
で
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す

O
受
講
生
は
自
動
的
に
A
I

R
A会
員
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
枚
1

講
座
)
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

豪邸で畿しむデイキャシプ1

着100人
参加費 1人300円

申し込み ハガキ、ファクス、 Eメールの
いずれかで「家族で楽しむデイキャンプJ、
住所、電話番号、参加者全員の氏名、お子

さんの学校名・学年を明記し、〒270・

1166我孫子1684教育委員会社会教育諜

開7182・5867EメールsyakailくyouilくU
@city.abilくo.chiba.jpヘ
共催我課子市ス力ウ卜協議会、我諌子市

教育委員会

園教育委員会社会教育諜ft7185・11引

日時 5月8日出午前10聞から午後4時

(小雨実施)

蝿所ふれあいキャンプ場

内容野外料理、ゲーム、クラフ卜(工作)

ほか

対象・定員市内の小学生とその家族、先

デイキャンプ

(日帰りキャンプ)

で、楽しいひとと

きを過ごしてみま
ぜんか。

電
話
番
号
、
返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、

4
月
日
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-

6
6我
孫
子
1
4
2
の
1
市
民
プ
ラ

ザ
内
国
際
交
流
協
会
へ
(
「
外
国
人

の
た
め
の
日
本
語
教
室
」
は
フ
ァ
ク

ス
陥
7
1
8
3
・
2
0
0
5
ま
た
は

E
メ
I
ル

5
P
@
o
b
F
H
ω
-
V
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
)

圃
同
協
会
事
務
局
宮
7
1
8
3
・

1
2
3
1
(木
曜
日
を
除
く
)

車ヰ

車ヰ

費

講座名(回数)・講師 日時・場所 定員受講料

英会話入門(36回)5月11日からの毎猷曜日9:必 20人初，氏閉
リサ・ウォー附ーストラ1)77)-11 :払布佐ステーションホール
英会話初級(36回) 5月9日からの毎週日曜日 20人初，氏閉
リンドン・う抑止ーン(イギ刈 15:∞-17:00、アビスタ
英会話初級(36回) 5月6日からの毎週木曜日
ヴィニ・プーン(オー初1}7')13:40-15:40、市民会館 20人初，氏閉

英会話初級(36回) 5月8日からの毎週土曜日 20人a，氏閉
マイケル・テーラー(アメリカ)15:∞-17:00、アビスタ
英会話中級(36回)5月7日からの甑E金曜日9:4520人a，氏閉
マイケル・テーラー(アメリカ)-11:払布佐ステーションホール
英会話上級A(36回) 5月9日からの毎週日曜日
アン・工ドワーズ肋ナ列 13:ω-15:10、市民プラザ 15人a，氏閉

英会話上級B(36回) 5月9日;からの毎週日曜日
アン・工ドワーズ肋矧 15:20-16:50、市民プラザ 15人a，氏閉

常会抑留目)税対G常期 15人包畑

中国語会話初級(36回)5月9日;からの毎週日曜日
、 20人初，氏閉

李栄中(中国) 13:40-15:40、市民プラザ
中国語会話中級(36回)5月9日;からの毎週日曜日
李栄中(中国) 10:20-12:20、市民プラザ 15人初，αm
g説明期間協鰐315人叩

フランス語錨棚(凋)5月12日からの毎週水曜日 15人34，似洞
ミシェル・ヒ悶7(万ンス)10:20-12:20、市民プラザ
フランス語舗中級ω目)5月15日からの第1・3土曜日

、 15人お，氏閉
ミシェル・ヒ悶7(万ンス)10:20-12:20、市民プラザ
韓国語会話入門信0回)5月7日からの毎週金曜日
李員姫細) 18:∞-20:∞、市民プラザ 12人ぬ州

韓国語会話初級(羽田)5月9日;からの毎週日曜日 12人35，庇閉
金南淑(韓国) 18:∞-20:∞、市民プラザ

スペイン語錨棚(凋)5月12日からの毎週水曜日
、 12人44，庇閉

パドルア・アラン沈:J7(州 10:20-12:20、市民プラザ
スペイン語舗中蔽(凋)5月7日からの毎週金曜日
パドルア・アラン沈:J7(州 10:20-12:20、市民プラザ 12人44，庇聞
外国人のための日本語教室毎週火曜日10:30-12:∞、なし 無
(火曜)、ボランティア揃 市民プラザ

外国人のための日本語教室毎週土曜日13:30-15:初、なし 無
(土曜)、ボランティア揃 アビスタほか
州国人のための刻団結年9回(5/19、6/16-1/15、9/15、なし実

ボランティア講師 10/14、11/17，12116、2116、3/1日
※別途教材費が必要です(外国人のための文化講座を除く)。

ζ剃簡《記εぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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G言
諺
包〉

B 
3詰

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。

各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

我
孫
子
市
茶
道
連
盟
茶
会

圃費中席所日
村主

亀 25罪5 湖 4
山席主将山 北月
告 で き F本地 11
7 1 ん宗寺区日
1 0 ~綾3公(日)
8 0 表さっ民 10
3 0 千ん館 時
門家~ I 

o ~裏 15
6 千時
O 家
8 ~て

第
包
囲
民
謡
舞
踊
鑑
賞
会

-ー-
日

4
月
日
日
側
日
時
開
演

所
市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内
民
謡
連
合
会
・
舞
踊
連
盟
の
会

員
に
よ
る
民
謡
舞
踊
の
披
露

圃
岡
田
宮
7
1
8
2
・
5
4
3
8

あ
び
こ
声
楽
家
協
会
・
あ
び
こ
オ
ペ
ラ

合
一
唱
団
第

2
固
定
期
演
奏
会

日

4
月
四
日
側
U
時
開
演

所
湖
北
地
区
公
民
館

曲
目
「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ウ
ツ
テ
」

抜
粋
(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、

「賃
金
の

翼
に
乗
っ
て
ゆ
け
わ
が
思
い
よ
」

(
ヴ
エ
ル
デ
イ
)
ほ
か

費

1
5
0
0
円
(
高
校
生
以
下
5

0
0
円
)

入
場
券
販
売
所
東
京
事
務
器
、
荒

井
書
庖
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、
ミ

リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
庖

圃
酒
井
宮
7
1
8
3
・
3
7
0
8

コ
l
ル
・
ア
マ
フ
ォ
ー
ク
・

フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

日

5
月
2
日
側
U
時
開
演

所
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

曲
目
ア
ヴ
ェ
ベ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ

ス
(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、
ア
ニ
ュ
ス
・

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

t1 怠第 1114号

デ
イ
(
富
津
裕
)
、
黒
人
霊
歌
、
武

満
徹
の
合
唱
曲

「小
さ
な
空
」
ほ
か

費

8
0
0
円
(
全
席
自
由
)

圃
古
庄
包
0
4
7
・
3
8
6
・
8

1
3
8
 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
花
音

第

5
固
定
期
演
奏
会

日

4
月
口
日
出
比
時
開
演

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内
女
性
コ
ラ
I
ス
指
揮
:
・
古
橋

富
士
雄
さ
ん
曲
目
:
・
カ
プ
レ
ミ
サ
、

フ
ォ
ー
レ
曲
集
、
三
善
晃
作
品
ほ
か

対

4
0
0
人

費

1
0
0
0
円

圃
赤
石
宮
7
1
3
9
・
9
7
5
5

春
の
手
づ
く
り
ク
ラ
フ
ト
展

日
・
所

4
月
3
日
出
・

4
日
側
、

叩
時

S
時
時
、
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
(
白

山
1
の
1
の
幻
原
ピ
ル
3
0
1
)

内

ピ

I
ズ
、
ト
I
ル
ペ
イ
ン
ト
、

七
宝
焼
、
レ
ー
ス
の
パ
ッ
ク
ほ
か

※
3
日
は
、
ク
ラ
フ
ト
制
作
体
験
コ

ー
ナ
ー
(
日
時
、
日
時
、
日
時
の
3

回
、
当
日
申
し
込
み
、
有
料
〈
一
回

1
0
0
0
円
)
)
を
開
催
し
ま
す
。

圃

N
P
O
法
人
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
宮

7
1
8
3
・
8
8
6
6

庭
先
(
ガ
レ
ー
ジ
)
セ
l
ル

の
日
・
伊
藤
さ
ん
方
車
庫
ほ
か
2
軒
)

※
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
中
止
。

※
業
者
の
方
は
お
こ
と
わ
り
。

※
庭
先
(
ガ
レ
ー
ジ
)
セ

I
ル
の
案

内
ピ
デ
オ
を
、

4
月
5
日
何
回
時
か

ら
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
上
映
。

圃
栗
原
告
7
1
8
4
・
5
4
8
0

第
包
囲
千
葉
県
書
作
家
連
盟
展

日

4
月
比
日
制
i
m日
冊
目
時
1

口
時
(
沼
田
は
時
時
ま
で
)

所
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

費

無

料

圃
津
田
宮
7
1
8
2
・
2
8
5
7

デ
ジ
タ
ル
自
分
史
作
品
の

発
表
と
交
流
会

日
・
所

4
月
ロ
日
開
①
日
時
1
ロ

時
、
②
日
時

5
日
時
、
ア
ピ
ス
タ

内

大
切
な
思
い
出
の
写
真
・
日
記

.
ピ
デ
オ
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り

込
み
構
成
し
た
作
品
を
発
表

対
当
日
各
回
先
着
却
人

費

2
0
0
円
(
資
料
代
)

圃
デ
ジ
タ
ル
自
分
史
の
会
・
藤
田

宮

7
1
3
9
・
3
4
5
8

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

商
白
!
生
活
応
援
ミ
ニ
講
座

無
料
変
身
メ

l
ク
教
室

日
・
所

4
月
日
日

ω①
叩
時
却
分

ー
ロ
時
、
②
H
時
1
日
時
却
分

内

プ
ロ
に
よ
る
メ
I
ク
サ
ー
ビ
ス

対
各
回
先
着
目
人

申
・
圃

電
話
で
お
休
み
処
E
7
1

8
7
・
7
1
5
5

斜
面
林
の
下
草
刈
り

A
M
4
Z
 

※
鎌
な
ど
は
主
催
者
側
で
用
意
。

申
・
圃
電
話
で
景
観
形
成
市
民
会

議
・
佐
多
宮
7
1
8
3
・
0
7
4
9

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

シ
ニ
ア
教
室

日
・
所

4
月
5
日
、
ロ
目
、
四
日
、

5
月
叩
目
、
ロ
日
い
ず
れ
も
月
曜
日

目
時
1
口
時
、
市
民
体
育
館

対
市
内
在
住
の
日
歳
以
上
の
初
心
。
体
験
講
座

者

、

先

着

加

入

日

4
月
勾
日
同
日
時
i
U時
初
分

費

1
0
0
0
円

費

5
0
0
円

持

ラ

ケ

ッ

ト

、

シ

ュ

ー

ズ

。

本

講

座

※
運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。
日
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
日
時

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
町
内
角
、

i
U時
却
分

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
費
月
額
3
5
0
0
円

一T
2
7
O
I
l
-
-
4
新
木
野
4
の
所
千
葉
県
高
齢
者
生
協
事
務
所

M
の
幻
川
喜
田
靖
彦
君
0
9
0
・
2

(

柏
市
あ
け
ぼ
の
1
の
1
の
M
)

4
1
1
・
5
0
6
5

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
千
葉
県
高
齢
者
生
協
・
東
葛
北
地
区

第
M
回

春

季

大

会

宮

7
1
4
8
・
7
6
7
7

日
・
所

4
月
お
日
制
8
時
却
分
受
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
レ
ッ
チ

け
付
け
、
市
民
体
育
館

無
料
請
習
会

種
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

1
1
3部
日

・

所

4
月
四
日
何
回
時
i
、
5

対

1
・
2
部
は
オ
ー
プ
ン
、

3
部

月

6
日
同
日
時

i
、
ア
ピ
ス
タ

は
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
初
心

内

姿
勢
が
改
善
さ
れ
る
ス
ト
レ
ツ

者

チ

の

紹

介

費

1
組
2
4
0
0
円
(
中
・
高
校
対
各
日
先
着
却
人

生
は
1
組
1
2
0
0
円

)

持

パ

ス

タ

オ

ル

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
2
人
の
住
所
・
※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を
。

惑
・
電
話
番
号
、
種
目
、
ラ
ン
ク
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
石
井

を
明
記
し
、

4
月
日
日
必
着
で
一
T
2

g
m
7
1
8
5
・
8
2
3
1

7
o
l
-
-
6
5
並
木
6
の
8
の
6

青

年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

の
7
0
3
佐
々
木
吉
人
宮
7
1
8
3

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

・
2

3

0

6

0

膏
年
海
外
協
力
隊

第

引

回

我

孫

子

市

民

日

・

所

4
月
幻
日
…
wm時
記
分
1

ラ

ン

ク

別

卓

球

大

会

初
時
記
分
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

日
・
所

4
月
mm
日
細
9
時

受

け

付

対

却

歳

i
m歳
の
日
本
国
籍
を
持

け

、

市

民

体

育

館

つ

方

(

平

成

時

年

5
月
初
日
現
在
)

種
団
体
戦

(
3
ダ
ブ
ル
ス
)
1
部
。
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
2
部
の
ラ
ン
ク
別
予
選
リ
ー
グ
戦
日
・
所

4
月
お
日
働
時
時
却
分
1

と
順
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
初
時
却
分
、
き
ら
ら
ホ
l
ル
(
船
橋

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
逮
市
)

盟
会
員
の
方
、

1
チ
l
ム
3
1
4
人
、
対

mw
歳
iω
歳
の
日
本
国
籍
を
持

男
女
は
問
わ
な
い
、
混
合
可
つ
方
(
派
遣
時
)

費

1
チ
l
ム
1
2
0
0
円
(
中
学
園
国
際
協
力
機
増
J
I
C
A
プ
ラ

生
以
下
は
6
0
0
円

)

ザ

宮
0
1
2
0
・
詑
・

5
9
3
1

-R・
:
費
用

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
大
会
名
、
種
目
、
団
体

名
を
明
記
し
、

4
月
日
日
必
着
で
一
T

2
7
O
I
l
l
7
5
脅
山
台
3
の
日

の
1
大
泉
輝
夫
容
''
1
8
4
・
0
4

0
4
 

楽
し
い
キ
ー
ボ
ー
ド
講
座

※相談名が色付きのものは予約制です。

相談名 日 時 場 所 問い合わせ

印刷、印刷、13日(刈、15日(木)、初日側、市民相談室
秘書課

法 律 相 談 27日側、 5月6日(木) 9:30-15:30 I (本庁2階)

※予約は4月1日(木)8時30分から電話で秘書課ヘ
内線269

県民無料法律相談 9日(金) 13:00-16:00 (東松喜戸蜂市県小民線セン本ト7) 東葛飾県民
センター

(民事) ※予約は4月5日(月)9時から電話で右記ヘ 8047.365.3008 

税 務 相 談
16日(金) 10:00-15:00 収税 課 収税課

※予約は4月12日(月)8時30分から電話で収税課ヘ 内疎341
人 権 相 談 22日(木} 10:00-15:00 酎|鵬2階面縫 生活支援課
行 政 相 談 22日(木) 10:00-12:00 

市民相談室
秘書課

不動産相 談 9日(金) 10:00-15:00 都市計画課
住 セ- 相 談 9日(金) 10:00-15:00 消費生活センヲー 内綜553
交 通 事 故 相 談 今月はお休みです 交通整備課 交通整備課

'L' の 相 談 8日(木) 13:30-15:40 福祉総合相談室
福祉総合相議室
内疎393

4カ月児相 談 6・13日(火) 9:00-9:50受付
保健センター 保健センター

育児相談 21日(水) 9:15-10:00受付 87187.1131 

未熟児等発達相談 22日(木)13:00-14:00受付
療 育 相 談
アルコール悩みごと相談 5・19日(月)14:00-16:00 相保健所

柏保健所

心の健康相談 2・12・21・26日14:00-16:00 87167・1255

女性のための健康相談 婦人科…13日(火)内科…20日(火)

健 康 相 談
2日(金} 10:00-11:15 つつじ荘 つつじ荘
9日(金} 10:00-11:15 西部福祉センター 西部福祉セン9-

5・19日(月) 9:00-15:00 社会福祉協議会
心配ごと相談 12日(月} 9:00-15:00 保健センター 社会刷協議会

26日(月) 9:00-15:00 布佐市民センター 87184・1539
結 婚 相 談 4・18日(日) 10:00-14:00 社会福祉協議会

苦言月の相談曾周@ぷ悩拠沼田宮
教室名 日 時 定員 参加費 持参・備考

糸のこ教室(マガジンラック)8日(木)10:∞N12:∞ 5人 初O円 なし

牛乳パックでハガキ作り教室 9日(金)10:∞N12:∞ 5人 初O円パスタオルまたはタオル2枝

布ぞうり作り教室 16日(金)10:00N12:00 8人 初O円シーツ半分ぐらいの布、ハサミ

トールペインティング教室 18日(日)10:00N12:00 7人 印O円丸.・平.各2プ本口、 色付雑け
するもの、工 ン、 巾

木工教室(一輪車) 20日(火)10:00N12:00 5人 初O円なし

小(ハ袋ン作り教室 21日(水)10:00N15:00 7人 400円
大判のハンカチ、裁縫

カチでピエロを作る) 道具、唇食

パ初ッ判チワ明ー帯ク電話小ケ物ース作作り 23日(金)10:00N15:00 5人 おO円裁縫道具、昼食
(り )

裂き織り教室 28 日( 水) ぬ冶93 :: 羽仲N1間2:: ∞ 30 各6回人 印O円古布1平方メートル、ハサミ

お(傘し:のゃ布れで買寂い室物袋作り)28日(水)10:00N15:00 5人 初O円裁縫道具、昼食

日
・
所

4
月
8
日
同
日
時
S
(布

佐
平
和
台
6
の
ロ
の
却
・
加
藤
さ
ん

方
車
庫
)
、
4
月
日
日
側
日
時
j

(
布
日
・
集
会
場
所

4
月
日
日
同
・
日

佐
平
和
台
3
の
凶
の
お
・
土
井
さ
ん
日
働
・
口
日
出
・
四
日
側
の
都
合
の

方
車
庫
)
、
(
布
佐
平
和
台
3
の
凶
の
良
い
日
、
日
時
却
分
市
民
会
館
下
集

部
・
塚
本
さ
ん
方
車
庫
)
、

4
月
日
合
、
凶
時
解
散
予
定
(
雨
天
中
止
)

日
同
ロ
時
却
分
1
(脅
山
台
1
の
5

作
業
場
所
寿
2
丁
目
の
市
有
地

の
叩
・
栗
原
さ
ん
方
車
庫
)
、

5
月
持
軍
手
、
飲
料
水
ほ
か

1
日
同
日
時
j

(
東
我
孫
子
1
の
凶
※
作
業
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
定
員

持
・
:
持
参

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

申し込み 電話で月曜日を除く毎日9時から17閉までに、ふれあい工房運営協
議会包7186-5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセjレの場合は

必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催目前日にご連絡ください)

。リサイクルアドバイザー

*木工アドバイザ-…休館日を除く毎日10時'""17時
*家具リフォーム ・リペア相談…毎週日曜日13時'""16時
*おもちゃの病院…毎週日曜日13時'""16時
*おしゃれ相談…5週目を除く毎週水・木曜日10時'""15時
*ハガキ相談…第2金曜日13時'""15時
*裂き織り相談…第3金曜日10時'""15時 ※ (健康生きがいづくりjについて棚識は、アドバイザーをご紹介します。社会福祉協書会へお問い合わせください。

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン

手
作
り
講
習
会

日

4
月
四
日
何
回
時
却
分

i
u時

却
分

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
先
着
目
人

持
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用

具費

2
5
0
0
円
(
材
料
費
ほ
か
)

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
高
橋

宮
削

7
1
8
5
・
0
0
4
3

ぼ
し
ゅ
う

-ー-
市
民
活
動
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

企
画
公
募
型
委
託
事
業
者

平
成
同
年
度
に
行
、
っ
「
市
民
活
動

支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
を
委
託
す

る
事
業
者
(
企
業
・
団
体
)
を
公
募

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
要
綱
を

お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

募
集
要
綱

4
月
1
日
同
1
7
日
制

ま
で
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
lジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
I
ド
で
き
ま
す
。

圃
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
4
8

9
 

.. 
ti 怠

あ
び
こ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
新
会
員

受
付
日
・
所

4
月
日
日
出
9
時

ω

表谷E
#袋r+tう
子 rヨち

歳
2 
カ
月

し
よ
う
た

刻
太
ち
ゃ
ん

「
い
な
い
い
な
い
ぱ
あ
」
ガ

得
意
!
括
奇
心
問
臨
で
、
い
つ

も
元
気
い
っ
ぱ
い
什

分
ー
ロ
時
、
コ
ス
モ
天
王
台
集
会
室

(
天
王
台
5
の
6
の
1
0
1
)

議
会
員
に
は
苧
進
呈
し
ま
す
。

内
市
内
や
近
隣
地
区
の
文
化
財
・

名
所
旧
跡
の
ガ
イ
ド
解
説
と
案
内

費

年

額

2
0
0
0
円

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
栗
田

宮

m
7
1
8
3
・
5
9
0
7

あ
び
こ
工
コ
農
産
物

販
売
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

即
売
会
実
施
日
初
回
4
月
お
日
側
、

5
月
以
降
は
毎
月
第
2
・
4
日
曜
日
、

8
時
却
分
i
U時

※
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
あ
り
。
聞
売

会
、
打
ち
合
わ
せ
い
ず
れ
も
昼
食
代

を
支
給
し
ま
す
。

即
売
会
場
所
ア
ピ
ス
タ
前
広
場

内
新
鮮
な
農
産
物
(
あ
ぴ
こ
エ
コ

農
産
物
)
の
販
売
の
お
手
伝
い

対
日
人
前
後

※
料
理
が
好
き
な
姦
迎
し
ま
す
。

主
催
あ
ぴ
こ
型
「
地
産
地
消
」
推

進
協
議
会

申
・
圃
電
話
で
4
月
9
固
ま
で
に

農
政
課
・
内
線
5
1
3

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

日
・
所
毎
週
土
曜
日
、

9
時

i
u

時
、
手
賀
沼
公
園
庭
球
場

ま

え

だ

前
回

み
な
み
ち
ゃ
ん

(泉・

1
歳
2
カ
月
)

い
だ
ず
ら
搭
ぎ
の
お
て
ん
ば
娘
。

マ
マ
ゃ
あ
兄
ち
ゃ
ん
の
マ
ネ
を
し

て
、
い
つ
も
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
ザ
。

対
市
内
小
学
校
2
年
生
以
上
、
初

人
(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

費

年

額

3
5
0
0
円
(
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
含
む
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
、

4
月
日

日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
6
4
つ

く
し
野
1
の
幻
の

1
の
1
1
1
平
田

勇
宮
7
1
4
9
・
3
0
5
6

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員

募
集
ク
ラ
ブ
①
手
賀
沼
ク
ラ
ブ
、

②
湖
北
台
ク
ラ
ブ
、
③
マ
マ
さ
ん
ク

ラ
ブ

日
①
@
母
週
土
・
日
曜
日
・
祝
日

9
時
i
、
③
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

日
時
1

所
手
賀
沼
公
園
庭
球
場
、
湖
北
台

中
央
公
園
庭
球
場

対
高
校
生
以
上
の
方

費

年

額

7
0
0
0
円
(
マ
マ
さ
ん

ク
ラ
ブ
は
年
額
8
0
0
0
円
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
ク
ラ
ブ
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

一T
2
7
O
l
l
l
5
1本
町
3
の
4

の
8
の
5
0
1我
孫
子
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
・
鈴
木
等
宮
0
9
0
・
6

0
0
3
・
0
0
2
4

我
孫
子
剣
道
連
盟
会
員

日
・
所
毎
週
日
曜
日
9
時
1
、
ア

ピ
ス
タ
ほ
か

対

小

学

校
1
年
生

S
成
人
(
男
女

を
問
わ
ず
)

費

年

会

費
1
万
円
、
入
会
金
1
0

0
0
円

申
・
圃
電
話
で
藤
盛
包
7
1
8
3

.
0
6
9
8
 

湖
北
剣
友
会
会
員

日
毎
週
日
曜
日
9
時
1
日
時
、
毎

週
木
曜
日
ロ
時
日
分

i
四
時

所
湖
北
小
学
校
体
育
館

対
小
学
生
以
上
(
男
女
を
問
わ
ず
)

費

月

額

1
5
0
0
円

申
毎
週
日
曜
日
9
時
か
ら
湖
北
小

学
校
体
育
館
で
随
時

圃
日
高
官
7
1
6
9
・
3
1
1
5

我
孫
子
空
手
道
ク
ラ
ブ
会
員

日
毎
週
月
・
土
曜
日
目
時
加
分
i

m時
却
分

所
湖
北
台
東
小
学
校
体
育
館

費

月

額

2
5
0
0
円
(
小
・
中
学

生
2
0
0
0
円
)

申
・
圃
電
話
で
吉
田
宮
7
1
8
8

.
0
8
6
2
 

お
し
ら
ぜ

市
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
住
宅
小
暮

(
2
D
K
・--1
戸、

3
D
K
・--1
戸
)
、
東
我
孫
子
B
(
3

D
K
・--1
戸
)
、
根
古
屋

(
3
D
K

・--1
戸
)
、
日
秀

(
3
K
;
2
戸)、

北
原

(
3
D
K・--1
戸
)

申
込
期
限

4
月
8
日
同

※
入
居
資
格
、
家
賃
、
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
施
設
建
設
課
・

内
線
5
7
0
へ。

市
の
公
用
車
を
競
売

市
で
は
、
平
成
2
年
か
ら
4
年
に

初
年
度
登
録
し
た
乗
用
車
3
台
と
ラ

イ
ト
バ
ン
3
台
を
競
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
I
ム
ペ

I
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃
管
財
課
・
内
線
2
2
1

千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が

4
月
1
日
か
ら
業
務
を
開
始

対
犯
罪
被
害
者
(
表
通
事
故
被
害

者
を
含
む
)
や
、
そ
の
家
族
、
遺
族

の
方
々
(
無
料
)

内
電
話
に
よ
る
相
談
、
専
門
家
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
犯
罪
被
害

者
等
給
付
金
申
請
の
補
助
、
被
害
者

自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
ほ
か

相
談
電
話
番
号
宮
0
4
3
・
2
2

1
・
3
0
1
0

市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
4
3

4 圃

平
成
句
年
度
前
期
危
険
物

取
扱
者
試
験
・
講
習
会

。
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
・
所

6
月
日
日
側
、
日
本
大
学

生
産
工
学
部
津
田
沼
校
舎

費
甲
種
:
・

5
0
0
0
円
、
乙
種
:
・

3
4
0
0
円
、
丙
種
:
・
2
7
0
0
円

。
危
険
物
取
扱
者
受
験
者
講
習
会

日
・
所

5
月
比
日
樹
、
船
橋
市
勤

労
市
民
セ
ン
タ
ー

費

3
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別

途
)

申
・
圃
願
書
(
各
消
防
署
・
分
署

に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

4
月
ロ
日
か
ら
時
固
ま
で
に
消
防
本

部
予
防
課
宮
7
1
8
1
・
7
7
0
2

へ
直
接
持
参

我
孫
子
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更

決
定
・
変
更
日

日

平
成
時
年
3
月
日

内
「
我
孫
子
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
ぴ
保
全
の
方

針
の
決
き
に
つ
い
て
は
、
主
に
目

次
構
成
を
変
更
1

「
我
孫
子
都
市
計

画
区
域
区
分
の
変
更
」
に
つ
い
て
は
、

計
画
書
の
構
成
を
変
更
1

柏
市

桜
ま
つ
り

3 圃組内所日
3 合
1 相お甘あ 4
5 市ど酒け月

観り無ぽ 3
光 、挙十の日
協商サ山田
会部 I 公
宮 太ピ園 4
7 鼓ス日
1 ，ま、(日)
6 か相
2 芸マ

見又ぎ

※
関
係
図
書
は
、
都
市
計
画
課
(
東

別
館
1
階
)
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
9
3

移
動
図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」

巡
回
時
間
の
変
更

変
更
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
時
間
@
並

木
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

ブ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
駐
車
場
)
j
U
時

S
U時
必
分
。
台
田
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
(
台
回
池
尻
公
園
)
・
:
日
時
i
M
時

圃
移
動
図
書
館
宮
7
1
8
7
・
0

9
0
9
 

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
本
館

第
3
会
議
室
は

6
月
か
ら
利
用
中
止

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
本
館
1
階
の

第
3
会
議
室
は
、

9
月
に
「
子
ど
も

の
遊
び
場
・
親
子
の
究
流
の
場
「
(
仮

称
)
す
こ
や
か
広
場
」
と
し
て
リ

ニ
ュ

I
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、

6
月
か
ら
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
第
1
・
2
会
議
室
、
和
室

は
今
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

圃
市
民
活
動
支
援
謀
・
内
線
4
3

4
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日

4
月
打
日
出
・
四
日
側

所
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園

内
柏
高
校
吹
奏
楽
部
漬
奏
会
、
柏

の
名
産
品
・
農
産
物
の
即
売
ほ
か

圃
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
宮
7
1

3
3
・
8
8
7
7

藤
原
道
山
(
尺
八
)
&
み
や
ざ
き

み
え
こ
(
琴
)
コ
ン
サ
ー
ト

日

6
月
四
日
回
目
時
間
潰

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

費

3
5
0
0
円
(
全
席
指
定
)

入
場
券
販
塑
所

4
月
5
日
9
時
か

ら
柏
市
文
化
課
チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
宮

間

7
1
6
7
・
5
7
8
5

圃
柏
市
文
化
課
宮
7
1
6
7
・
1

4
9
4
 

移動図書館そよかぜ号i諮問園書館館より
時間

13:20-13:50 
14:10-14:40 

15:00-16:00 
13:20-13:50 

14:10-14:40 

15:00-16:00 
13:20-13:50 

14:15-14:45 
15:00-16:00 

14:00-14:40 展示期間作品・作者

水墨画 (5点) r風豪j…松崎利三郎、
「雪の山村j…白川雅子、 「風景J…中俵邦子 ，
「椿J""J明キクメ、「春j 金井綾子 、14月!4日

5月9日

Vミニギャラリー

場所

湖北台分館

14:00-14:30 原毛と糸のコラージュ(額4点)
布佐分館|

・・・清水美穂

市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

第15回ぷなの木会展 2日(金)-7日(水)

10:00-17:00 (2日
越阪部87182-8525 は13時から)

香緑会 9日{金)-13日{火)

和紙絵展 10:00-18:00 (9日は

横瀬87182・7774 13時から13日1116時まで)

第14回墨雅会展 17日(土)-21日(水)

10:00-18:00 (21日
篠田87182-2842 は14時30まで)

第16回 24日{土)-28日(水)

我孫子市美術家協会展 10:00-18:00 (28日

鈴木87182・0900 は17時まで)

所

市民図書館 87184イ110
湖北台分館 87187-3055
布佐分館 87189-1311
移動図書館 87187心909 目 目 ー

|内容 11水 12~1

曜日|日Vおはなし会
ミッフィータイム(対象:1歳，...3歳児)

場所| 日 時

入場無料

パーパタイム(対象 :4歳""9歳児)

場所| 日 時

市民図書館11日・15日(木)1

湖北台分館1 9日(金) 116:∞-16:初|素話、絵本の読み聞かせほか

布佐分館18日・22日(木)1 

円相

合内

ζ剃簡《記εぃ

15:00-16:00 

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 



2004.4.1 (1 0) t1 怠第 1114号

V表1

日 鴎i竃者~Qj)倉院
福祉;タタジ一銭!を

庁制ム褒;付します
U0¥______j。υ

-ー-
市
で
は
、
重
度
の
障
害
者
の
方
に
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
補
助
す
る

た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

平
成
同
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
返
却

く
だ
さ
い
。

申
請
場
所
福
祉
総
合
相
談
室
ま
た

は
生
活
支
援
課
(
市
役
所
西
別
館
2

階
)

対
象
身
体
障
害
者
子
帳
1
・
2
級、

療
育
手
帳
③
・

A
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
1
級
を
お
持
ち
の
市
内

在
住
の
方

交
付
枚
数

1
カ
月
4
枚
(
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
方
は

1
カ
月
8

枚
)

持
参
身
体
障
害
章
子
帳
、
療
苦
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
子
帳

※
日
年
度
分
の
償
還
払
い
は
4
月
ロ

固
ま
で
に
初
乗
り
料
金
助
成
申
請
書
、

領
収
書
、
回
数
分
の
タ
ク
シ
ー
券
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

生
活
支
援
課
・
内
線
3
8
4

高
齢
者
療
養
見
舞
金
の

制
度
は
廃
止
し
ま
し
た

老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
が
2
カ
月
以
上
入
院
す

る
と
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
時
年
3
月
白
固
ま
で
の
入

院
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

日
年
4
月
1
日
か
ら
同
年
3
月
白

固
ま
で
に
2
カ
月
以
上
入
院
を
さ
れ

た
方
は
、

6
月
初
固
ま
で
に
介
護
支

援
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

介
護
支
援
謀
・
内
線
4
1
4

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l

2
級
養
成
研
修

日
程

・
場
所
講
義
・
実
技
演
習
:
・

5
月
8
日
か
ら
9
月
お
日
の
土
曜
日

(
全
口
回
)
、
中
央
学
院
大
学
実

習
・:
叩
月
か
ら
日
月
の
う
ち
の
4
日

間
、
特
別
養
護
老
人
ホ
I
ム
ほ
か

研
修
時
間

講

義

:・
邸
時
間
、
実
技

演
習
j
G
時
間
、
実
習
:
・詑
時
間

※
全
講
座
受
講
が
必
須
条
件
。

対
象
・
客
員
市
内
在
住
で
ホ
I
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意
欲
と
体
力

命強
恋

霊
童
，間
態
射
撃
れ
ず
臨

犬
の
登
録
と
在
犬
病
予
防
注
射

(
集
合
注
射
)
を
行
い
ま
す
。

在
犬
病
は
、
死
亡
率
1
0
0
%
の

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
愛
犬
に
は
毎

年
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
h

つ。

日
時
・
場
所

表
1
参
照

対
象
生
後
白
日
以
上
の
犬
(
平
成

7
年
度
以
降
に
他
市
町
村
で
登
録
し
、

本
市
に
転
入
し
て
か
ら
変
妻
子
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
犬
を
除
く
)

※
1
カ
月
以
内
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
を

注
射
し
て
い
る
犬
、
発
情
・
妊
娠
中

や
健
康
上
に
問
題
が
あ
る
犬
、
飼
い

主
が
押
さ
え
て
静
か
に
さ
せ
ら
れ
な

い
犬
は
、
注
射
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

費
用

新
規
登
録
の
犬
:・
6
3
5
0

9:30-11 :30 

の
あ
る
方
、
初
人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
4
月
日
日
午
後
1
時
加
分
、

市
役
所
西
別
館
4
階
会
議
室
で
公
開

抽
選
)

参
加
費

3
万
2
5
0
0
円
(
別
途

テ
キ
ス
ト
代
・
実
習
費
約
1
万
円
、

駐
車
場
料
金
な
ど
は
自
己
負
担
)

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、

4
月
ロ
日
必
着
で
一
T

2
7
O
I
l
l
9
2
市
役
所
介
護
支

援
謀
(
住
所
省
略
可
)
・
内
線
4
1

2
(直
接
来
庁
申
し
込
み
可
)

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

車
い
す
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

参
加
者
を
募
集

日
時

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
午
前

日
時
か
ら
日
時
却
分
(
全
げ
回
)

場
所

ア
ピ
ス
タ
ま
た
は
市
民
プ
ラ

ザ
(
参
加
無
料
)

対
象

市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方

定
員
先
着
目
人

円
(
鑑
札

・
注
射

・
注
射
済
票
代
)

7
年
度
以
降
に
登
録
済
み
の
犬
・:
3

3
5
0
円
(
注
射

・
注
射
済
票
代
)

動
物
病
院
で
も

鑑
札
な
ど
を
即
時
交
付

集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

表
2
の
動
物
病
院
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
た
と
き
は
、
鑑

申
し
込
み
・
圃

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
8
8
・
0
1
4
1
m
7
1
8

8
・
0
2
4
2
へ

※
芦
迎
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2
級
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ
I

養
成
講
座

日
時
・

場
所

講
座
:・
5
月
日
日
か

ら
7
月
お
日
の
土

・
日
曜
日
(
全
U

回
)
、
実
習
:・
7
月
お
日
か
ら
9
月

ロ
日
の
平
日
(
全
5
回
)
、
あ
ぴ
こ

民
主
診
療
所
(
天
王
台
駅
北
口
下
車

徒
悲
和
3
分
)
ほ
か

定
員
先
着
犯
人

受
講
料

7
万
5
0
0
0
円

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、

一T
2
7
o
l
o
-
-
5
流
山
市
江
戸

川
台
西
2
の
1
4
1
倒
労
協
セ
ン
タ

ー
事
業
団
江
戸
川
台
地
域
福
祉
事
業

所
あ
ざ
れ
あ
宮
7
1
5
3
・
7
7
9

2
へ

札
と
注
射
済
票
を
即
時
交
付
し
ま
す
。

料
金
や
日
程
、
予
約
の
有
無
な
ど

は
、
各
病
院
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
登
録
が
済
ん
で
い
る
方

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ

た
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
(注
射
料
金
に
つ
い
て
は

千
葉
県
獣
医
師
会
宮
0
4
3
・
2
4

2
・
1
0
4
7
)

V表2 動物病院一覧

名 称 所在地電話番号

愛動物病院 つくし野7-1-37184-6570 

山本動物病院 縁1・2・2引 027183・58∞
なみき動物病院 並木7・2・4 7184-8948 

我孫子動物病院 栄19-6 7182-6035 

セキ動物病院 寿2-8・22 7182・9788

廷舗鮪阪日傭天王台2・16-1771邸・1991

小山動物病院 青山台3-6-1 7185-3008 

倉林動物病院 中峠台12・2 7188・5571

天王舗揃病院布佐病院布佐2765 7189-38白

石嶋動物病院 新々回日・4 7189-6774 

湖北動物病院 湖北台1-17-1 7187・13お

生
日

@ 

障

健康"宅

期年更

更
年
期
は
、
女
性
の
生
殖
期
(
妊

娠

・
出
産
に
適
し
た
年
代
)
と
老
年

期
の
聞
で
、
閉
経
前
後
の
約
凶
年
間

(
必
歳

1
日
歳
)
に
あ
た
り
、
加
齢

に
よ
る
卵
巣
機
能
の
低
下
に
と
も
な

い
女
性
ホ
ル
モ
ン
(
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
)

。心の健康に関する教室
福祉総合相談室ft7185幽 1631

名称 日 手塁 場所

アルコール 4月2・16日幽

家族教室 13:30-15:00 
保健センター

心の健康 4月19日(月)

クラブ 14:∞-16:00 

が
急
激
に
低
下
し
、
身
体
的
に
も
大

き
く
変
化
す
る
時
期
を
指
し
ま
す
。

更
年
期
に
な
る
と
多
く
の
女
性
で
、

月
経
不
順
、
の
ぽ
せ
、
発
汗
、
疲
労

感
、
不
安
、
不
眠
、
憂
う
つ
な
ど
の

症
状
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

症
状
の
種
類
や
強
き
に
は
個
人
差

が
か
な
り
あ
り
ま
す
が
、
長
期
間
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下
状
態
が
続
く
と
、

動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
鎖
、
そ
し
て
骨

の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
低
下
す
る

た
め
に
健
欝
苧
唱
え
、
府
東
も

多
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

更
年
期
障
害
の
治
療
法
に
は
、
自

律
神
経
調
整
薬
、
抗
う
つ
薬
、
漢
方

薬
な
ど
の
薬
物
療
法
、
な
や
み
や
ス

ト
レ
ス
の
原
因
を
取
り
除
く
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

最
近
は
低
下
し
た
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を

補
う

「
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法

(H
R

T
)」
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

H
R
T
は
、
更
年
期
障
害
の
多
く

の
症
状
に
対
し
て
有
効
で
、
骨
粗
懇

症
の
予
防
に
対
し
て
も
有
効
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

H
R

T
に
使
用
さ
れ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
剤

に
は
、
飲
み
薬
の
ほ
か
に
跡
り
薬
も

あ
り
ま
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
剤
と
一

緒
に
黄
体
ホ
ル
モ
ン
剤
を
併
用
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
趣
味
の
時
聞
を

持
っ
た
り
運
動
し
た
り
、
気
分
転
換

を
図
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
も
、

更
年
期
障
害
の
症
状
改
善
に
役
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
高
脂
血
症
、
動
脈
硬

化
、
骨
粗
怒
症
な
ど
を
予
防
す
る
た

め
に
、
定
期
的
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
に
更
年
期
障
害
へ
の

対
処
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

る
の
で
、
症
状
が
あ
る
と
き
は
医
師

に
相
談
し
て
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
方

法
で
更
年
期
を
明
る
く
、
い
き
い
き

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

圃

我
孫
子
市
医
師
会
宮
7
1
8
8

.
FD
Fb

っ-Fb

取
手
協
同
病
院
が
小
児
救
急

後
方
待
機
病
院
に

4
月
1
日
か
ら
、
総
合
病
院
取

手
協
同
病
院
が
我
孫
子
市
小
児
救

急
後
方
待
機
病
院
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

狂犬病予防注射(集合注射)の日程

場所時間

4白山南公園(白山2丁目)9:20-9:50 

F.I若松崎公園(NTT住宅刊)10:20-11 :00 

菌根戸船戸緑地(船戸1丁目)11 :30-11 :50 

伺)台田池尻公園(台田3丁目)13: 1 0-13:50 

青山台北公園(無量院下)9:20-10:10 

2柴崎自治会館前 10:40-11 : 10 

品泉3号公園 11 :30-12:00 

天王台南公園(天王台6丁目)13:20-14:00 

つくし野5号公園 9:20-10:20 

2久寺家あけぼの公園 10:40-11: 10 

品 並木1号公園 11 :30-12:00 

子ノ神神社門前 13:30-14: 10 

上新木集会所 9:30-10:10 

2琳 児童公園(琳団地内)10:40-11 :40 

品布佐1丁目第2公園 13:00-13:40

布佐南公園(布佐平和台5丁目)14:00-14:50 

中峠下集会所 9:30-10:20 

2天王台東児童公園 11 :00-11 :40 

品 湖北台7松 園(政寺欄)13:00-13:40 

調~t台帳姐(市民セント寄り) 14:00-14:40 

10 
日保健センタ一
回

※雨天時は、1週間後の同時期に延期となり

ます。(午前中が延期のときは午後も延期)

※延期日力満天の場合は中止となります。

湖北台支所

髭療羽田 内科・ 小児科・歯科
到す時間 9 :00'" 11 :30、13:00"'16:30
※歯科は午前中のみ
措参健康保険証、診療費
固休日診療所n7187・7020

4月の二次救急病院
-I~ョ;..，~苗I:~講師圃

日 病院名 電話番号

4・29日平和台病 院 7189・1111
11日我孫子聖仁会病院 7188・3111
18日我孫子つくし野病院7184・2211
25日我孫子東邦病院 7182・8166
ー アピコ州 整形外科積院 7184・7321

※病状によっては、拠点病院以外の二次救
急病院でも受診できます。あらかじめ拠点
病院か消防署 (n7184-0119)で確認を。
※休日や深夜などの受診料は、時間外加算
が加わるため割高になります。

夜間に急病のときは

砂
案
内
図

こ
れ
に
よ
り
、
初
期
診
療
を
行

っ
て
い
る
市
内
診
療
所
や
休
日
診

療
所
、
二
次
救
急
病
院
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

圃

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7

.
1
1
3
1
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